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令和 3 年第 4 回高森町定例会一般質問会議録 

令和 3 年 12 月 8日 午前 9時 00分開議 

会場：高森町役場 議場 

 

頁 氏名 質問事項 

50 岩口 友雄 
Ⅰ 壬生町長 1期目の任期 4 年間について 

Ⅱ 令和 4 年度予算について 

57 市川 信幸 
Ⅰ 防災対策について  

Ⅱ 消防関係について 

66 木下 啓爾 Ⅰ「地区計画」の今後について 

77 大島 正光 
Ⅰ 町長４年間の振返りと二期目の抱負は 

Ⅱ 長野国体でカヌー、ビーチバレーに出場できる人材の育成を 

83 北 沢 幸 保 
Ⅰ 町民研修センター駐車場隣地（東の山林）の 

建設残土埋め立て工事と借地料金について 

95 佐々木 昌 Ⅰ 町の有害鳥獣対策状況および野生動物に対する啓発対策を問う 

100 河合 隆俊 Ⅰ 新型コロナウィルスについて 
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日程第８ 一般質問（会議規則第 60 条） 

○議長（小平一博君） 日程第８、「一般質問」を行います。 

会議規則第 60 条の規定により、通告順に質問を許します。 

質問される方は、質問席で一項目ずつお願いいたします。 

それでは、一般質問に入ります。 

 

◇ 通告１番 岩口友雄（13 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 13 番、岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） おはようございます。議席番号 13 番、岩口友雄。 

通告に従いまして、一般質問を行います。 

１つ目に、壬生町長１期目の任期４年間について、２つ目に、令和４年度予

算についてを質問いたします。 

まず１つ目、任期も残すところ２カ月弱となりましたが、４年間を振り返り、

町政運営、各種事業の成果や感想をお聞きします。 

コロナ禍前の２年間とコロナ禍の２年間では状況がだいぶ違ってしまいまし

たが、いかがですか。 

○議長（小平一博君） 壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） それでは、答弁をさせていただきたいと思います。 

今お話があったとおり、町長としての任期も残り２カ月ということになりま

した。これまで町政運営に対しまして、ご理解ご協力をいただき、また私を支

えていただきました町民の皆様、議会の皆様、役場職員に改めて感謝を申し上

げたいと思います。誠にありがとうございます。 

私が町民の皆様とお約束をさせていただいたマニフェストの個々の事業評価

について、今ここでお話をさせていただくとすごい時間がかかりますので、町

のホームページの中にマニフェストの評価をさせていただいて掲載させていた

だいておりますので、ぜひごらんをいただきたいと思います。 

その上で総論で申し上げますと、私は、人材育成、地域人の育成と、地域人

材の育成というところをマニフェストの柱にさせていただいて、特に若い人た

ちに対しまして、学校等の協力を得ながら、地域を「知る」、または課題解決を

するために「提案を行う」、その提案に対して「行動する」といった、そういっ

た流れを確立してきております。関わっていただける児童生徒の皆様であった

りとか、町民の皆様、それからそこを担当する町職員の高森町に対する興味で
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あったりとか、あとは意識、そういったものは大きく向上したのではないかな

というふうに思っております。 

また、「視る」「聴く」「応える」という一つのスローガンの下、町民の皆様と

の懇談会の数を非常に増やさせていただいたりとか、まちづくり懇談会のやり

方等も見直しをさせていただいております。そうしたことによって、町職員も

含めまして、地域に対する考え方であったりとか、そういったことについては

非常に向上してきているというふうに判断をしておって、それなりの町民の皆

様からの評価も得ているというふうに判断をしておりますし、ある意味、町を

元気にしていくきっかけになったのではないかというふうに考えております。 

コロナ禍とその前という比較でありますけれども、その積み上げがあったか

らこそ、いわゆるコロナの対応等につきまして、迅速な対応ができたりとか、

そういったことの積み重ねになっていったと思いますし、いろんな町民の皆様

のご意見から裏付けを取る、政策の裏付けを取るという、そういう作業が非常

にできたのではないかなと思っております。 

議会冒頭のあいさつでも申し上げさせていただいたとおり、概ねコロナ対応

についてもご評価をいただいているというふうに考えております。いろんなご

意見はあると思いますけれども、一生懸命やってきたし、それなりの評価を得

ているというような判断をさせていただいておるというところであります。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） 他町村からのお話なんかを聞きますと、やっぱり高森町は

コロナに関してのいろいろな事業は非常に褒められております。やっぱり若い

町長は早いなという、そういった意見がかなり聞かれるというように感じてお

ります。 

また、次の質問に入りますが、いくつかのプロジェクト作業ということでい

ろいろやってこられましたけれども、成果の非常に上がったものと、ちょっと

もう尐し考えた方がいいのかなというようなプロジェクト事業等あると思いま

すけれども、成果が上がったのはどういったプロジェクト事業なのか、お聞き

します。 

○議長（小平一博君） 壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） まず、マニフェストの構成上、政策的なこと、それから事務

事業的なことというのがありまして、その事務事業レベルで成果を全体に判断

するというよりは、やはり私としては全体を評価をしている、そういう形をと
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らせていただいております。 

ですので、そういうことで考えると、例えば、人材育成の話の成果を、この

４年間ですべて判断しろというのはなかなか難しいとは思いますけれども、町

民の意識を変えるであったりとか、町に対する見方を変えるというそういうと

ころは、相対的に変わってきているというふうに感じてはいるので、そういう

ところが成果ではないかというふうに思っております。 

個別の事業の評価等については、なかなかちょっと難しいところがあります

ので、ぜひまたホームページをごらんいただければと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） 今ホームページを見てくれというお答えだったんですけれ

ども、②番と次の（２）番、次年度も継続する予定の事業、これほとんど同じ

内容になってくるかと思いますので、一括でお伺いします。 

効果が全くなかったというか、うまくいかなかったような事業も中にはある

と思います。次年度も継続する予定の事業と課題は何ですか、教えていただき

ます。お願いします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 思ったような成果が上がらなかった、私が想像していたよう

なものにならなかったというものはいくつかございます。 

例えば、段丘林の整備事業についても、もう尐し進めることができるのでは

なかったかなというふうに思っておりますけれども、考えていた以上にやっぱ

り費用がかかるであったりとか、そういったところに課題があります。 

例えば、パノラマ農園等については、あそこを観光農園として整備をしたい

というようなマニフェストの中で、どうしても担い手の問題に突き当たるとい

うところがありまして、あと、地元の皆さんのご理解を得るとか、難しい課題

はあるんだろうなというところもこの４年間でよく感じました。 

さらに言いますと、熱中小学校みたいなものについては、人を集めなきゃい

けない、そこでやっぱりいろんなことをやらなきゃいけないというところは、

新型コロナの感染症の影響をもろに受けてしまったというようなところがあり、

４年後を目指した成果のところまで行き着かないものというのは当然あったと

思います。ただ、これらの事業の検討をやめてしまうと、そこでやっぱり立ち
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止まってしまうということはあるので、私としては、ぜひ継続をしながら、で

きるだけやっぱり改革改善等も考えながら、今後もやっていきたいというふう

に思っておりますので、またお世話になるようなことがあれば、その辺も事業

の柱になっていくんだろうなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） いろいろプロジェクト事業というのは、途中というか、各

団体等で一生懸命やってくれているということは知っておかんと思います。た

だそれが、長く続けてほんとにいってくれるのかどうかというのも、また一つ

の課題になってきているといったところを感じます。また、やっぱりコロナに

よって、ちょっと面白い話がよそから入ってきたやつも、やっぱり頓挫してし

まったりとか、そういった状況もありますので、やっぱりもう尐し戻ってから

というか、どうなるのか、ちょっとそこら辺はわかりませんけれども、やっぱ

り新しいものに挑戦したりしていくということは非常に大切だと思いますので、

どんどんやっていっていただきたいと思います。 

次に入ります。 

令和４年度予算についてですが、今の質問と関連してきます。第７次のプラ

ンの３年目かになるわけですが、予算編成に向けて、何に重点を置いて考えて

いくのか、基本方針をお聞きします。 

○議長（小平一博君） （２）についての答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 予算編成方針会議を 11 月 29 日の日にさせていただいて、職

員とは共有をさせていただいております。 

まずは、今おっしゃっていただいた３年目になります第７次まちづくりプラ

ンを推進するために、将来像「なりたい『あなた』に会えるまち～日本一のし

あわせタウン高森～」と、それとチャレンジ３の指標がどういうふうに上がる

のかというのを、施策それから事務事業レベルできちんと考えて、いろんな評

価をいただいておりますので、その評価結果を基にやっぱり改革改善をしてい

くということが一つ。それからもう一つは、やはり選挙を挟みますけれども、

首長となる方の公約、それをやはりきちんと推進をしていくということ。もう

一つは、コロナ対策ですね、ウィズコロナの関係もしくはアフターコロナにな

るのかはわからないですけれども、経済対策であったりとか、そういったもの
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をきちんとすること。最後に、今まで申し上げてきたとおり、職員がやはり町

民の目線に立って、それで事業を立案する、企画することができるかというこ

と。北川先生がおっしゃっている生活者起点というところを大切に予算編成に

取り組んでほしいということでお願いをしております。 

これから、それらに基づいた事業提案が各課からされまして、ヒアリング、

間に選挙が挟まるんですけれども、選挙後に全体の査定をして、骨格予算でな

く本予算として３月の議会に上程できるように指示をしてあります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） 町長選が来月ということで、なかなかいろいろ発言しづら

いところがあるかと思いますけれども、基本方針としては、今までのこと、い

いことをどんどん続けていただいて、新しいこともやっぱりチャレンジしてい

っていただくということをお願いしておきます。 

次に入ります。 

インフラ整備の時期を迎えているが、どのくらいの予算規模を考えているか

ということなんですが、公共的、公益的な設備や施設などがだいぶ、三六災害

以降ですかね、橋なんかも大体それ以降新しくなっているところというのはな

いと思います。ですので、そういったもの、また町の庁舎等やっぱりだいぶ年

数が経ってきています。そういったものに対する予算規模というのをどのよう

に考えているのか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 高森町の道路や橋梁、各種公共施設、地区集会施設、そうい

ったものにつきましては、昭和の末から平成の半ば等で概ね 20 年弱に集中的に

整備をされているというところでございます。 

今後は、各施設であったりとか、道路の長寿命化計画や国土強靱化計画・個

別施設計画等によって、国等の補助金や有利な起債などを取り込みながら、年

次的に財政的に身の丈の合った範囲の中で整備をしていくということになりま

す。 

中長期的に見て課題になっているものということにつきましては、山吹の八

日市場線であったりとか、あと町道中央線の城岸の橋の辺の計画、それから来

年はみつば保育園の前のところの牛牧の交差点、牛牧南の交差点の改良等、そ
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ういったものもありますので、それらについて重点的に道路整備等はさせてい

ただきたいと思っております。 

また、当然みつば保育園に対する民間事業者への補助、そういったものも必

要になってきますので、そういったことを進めつつ、新規事業としては、かわ

まちづくりの構想の中にある水防センターの着手であったりとか、水道事業の

統合、こういったものも大きな予算が伴うものではないかと思っております。

これまで積み増してきている基金等も活用しながらということでありますけれ

ども、必要に応じては、できるだけ国の補助金、それから今だいぶ起債も償還

を進めてきておりますので、借りれる借金はきちんと借り入れをしながら行っ

ていくということが大切ではないかなと思っております。 

今回、サッカー場の話等もありますので、そういった予算も含みながら、元

気なまちづくりをしていく上で必要なインフラ整備、拠点整備等はきちんと計

画的に行ってまいりたいと思っております。 

役場の庁舎のことを最後にお話しさせていただきますけれども、福祉センタ

ーの改築計画については、きちんと方向性を示した上で、議会にご相談をさせ

ていただくということになりますが、来年度即改築というような、そういう状

態ではまだないので、きちんとした計画を来年度立てさせていただければとい

うふうに思っておりますし、役場も必要に応じた耐震改修、それからイノベー

ション、そういったものについてはさせていただきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） いろいろ直すところから何から、しっかりと費用はかかる

という状況だと思います。 

次の質問と絡んできますけれども、４年度のふるさと納税の目標額と新しく

考えている企画、商品はあるのかということなんですが、３年度予算では、ふ

るさと元気づくり基金から約３億円が充てられております。ということは、や

っぱり大切な一つのふるさと納税というのも資金源になってきているというこ

とが言えると思います。 

また、ここのところ年末になりますと、ニュースでもふるさと納税の話、か

なり出てきております。多いところだと今までよりも８倍も９倍も増えたと、

また松本市あたりは、新しくまた始めて、考え方を変えて始めたということで、

かなりの金額が出てきておるというニュースも出てきております。 
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そういったとこで、高森町の４年度の考え方をちょっとお聞きします。 

○議長（小平一博君） ②についての答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） それでは、本年度のふるさと納税の状況と来年度に向け

た目標ということで、担当課の方からお答えをさせていただきます。 

本年度でありますけれども、本年度につきましては、返礼品の中でも特に注

目の高い品物について、できるだけ寄付がいただきやすいような寄付額の設定

をさせていただくですとか、尐しでも提供数を増やしていただくような交渉を

重ねているところでございます。 

本年度まだ今月入っていません。11 月末現在の実績で申し上げますと、総数

では１万 8,059 件、２億 2,100 万円のご寄付を既にいただいております。これ

は前年度までに比較しますと、およそ 1.25 倍、25％増しという形で現在までは

推移しておりまして、本年度予算でも目標に掲げました３億 3,000 万円といっ

た額に向けて、これからも取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

このふるさと納税というこの制度につきましては、今後、変化も見込まれる

だろうと考えておりますが、議員からご指摘がありましたように、町の大切な

財源の一つになっておることも間違いないことでございます。来年におきまし

ては、着実に安定して３億円台をお願いできるような運営をしてまいりたいと

考えております。 

なかなか当町の産物を知っていただく機会として挙げさせていただいており

ますので、品物の中で新たな展開というところまでは考えがさまざまあるかと

思いますけれども、着実に３億円台を確保していけるような運営を進めてまい

りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） ３億円台という金額が出ましたけれど、いつもふるさと納

税に関してと言うと、どうしても川向こうとか考えてしまいます。やっぱり何

がどこが違うのかということをもう尐しちょっと考えていただいて、やっぱり

同じくらいの金額とは言いませんけれども、そのくらいまでいくのは別に無理

じゃないと考えますので、最高やっぱり６億近く高森も行った実績があります

ので、やっぱりそこはもう尐しちょっと積極的に考えていっていただいた方が

いいのかなと思います。松本市あたりの返礼品でトップが、星野リゾートのホ
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テル宿泊、10 万円寄付で３万円相当の宿泊というのが昨日のニュースで出てい

ました。 

ですので、いろいろ考えながら、しっかりと町の予算、しっかりこれからい

ろいろそれこそいいグラウンドも造らなくちゃいけませんので、そういったと

こもしっかりそういうとこからお金が出ていくようにしていけば、ほかの方に

負担がかかりませんので、しっかりやっていっていただきたいと思います。 

以上で一般質問を終わります。 

 

◇ 通告２番 市川信幸（11 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 11 番、市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） 11 番、市川信幸です。 

これから通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

近年、温暖化により国の一級河川、とりわけ大きな河川が決壊したり、それ

からあふれている、そういうことが起きております。大きな川が氾濫したり決

壊すると、非常に大きな被害を被るということで、今後については、そこら辺

のとこの対策が必要かと思います。 

今回は、その防災についてと消防活動についての消防のことについての質問

をさせていただきます。 

2021 年度保存版防災ハザードマップにおいて、下平、上平、それから竜口、

市田地区の吉田、下市田、この河川敶が浸水想定区域となりました。この原因

は、決壊なのか、氾濫なのか、あるいは水位が増してきて支流の水が入りきら

ないと、そういうことによるものなのか、ちょっと定かではありませんが、町

として国や県へ何か要望していくことがあるのかどうか、お聞きしたいと思い

ます。 

○議長（小平一博君） （１）の質問に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 今年８月に更新作成・配布をさせていただいたハザード

マップでは、土砂災害の警戒区域と、いま議員からもご指摘がございました天

竜川などの氾濫浸水区域、また、新たにため池の流出エリアが掲載をされてい

ます。 

ここから一般論なんですが、ハザードマップは、住民の皆様がリスクを知っ

ていただいて、そして避難や危険回避による減災が主な目的ですが、防災対策
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としての各種整備、各種ハード整備が必要な箇所は、これまでと同様に、治山・

砂防、また一級河川の整備等は県に要望しつつ、天竜川等にもつながります普

通河川ですとか、水路等の整備は、国土強靱化計画に基づき、町が整備するた

めの国県補助金を要望してまいります。 

天竜川の千年に一度の氾濫の推計につきましては、上流側、上流地域で一定

の大雤が降った場合に堤防を越水する、決壊とかということではなくて、現在

の現状の堤防を越水して氾濫を及ぼすことを想定して考えられております。 

支流等につきましては、ちょうど本流に影響があるような川の形までは想定

されていますが、支流の例えば大島川から来る流量で、そこまで精密に推計し

たものでないというふうには国の方からもお聞きをしております。 

天竜川の堤防につきましては、現在でもごく一部ですが、かわまちづくり整

備事業の関係で堤防の整備が進んでいます。これは重要水防箇所というような

指定の中で、何年、何十年かかるかわかりませんが、これは国土交通省に粘り

強く要望をしていくほかないかなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ①番に入ります。 

９月の定例議会において、齋藤議員からの質問に対して回答が、山吹地区の

国道を渡った西側、一時避難所が可能という回答がありました。しかし、西側

は、国道を横断をして川が通っております。したがって、そこが果たして安全

なとこなのかどうか心配なんですが、ほんとに大丈夫か、お聞きしたいと思い

ます。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 当時のそのご質問は、竜口地区の国道から東の指定避難

所である龍の里会館周辺を含む浸水想定エリアの皆さんの一時避難先をお尋ね

になったというふうに認識をしております。 

よって、８月に配布をさせていただいた今のハザードマップに基づいて、緊

急の一時的な避難場所としてなら、東西方向だと、国道の西から JR 飯田線まで、

南に向かっては、山吹駅の周辺から変電所東の縦線町道までの間であれば、マ

ップ上は浸水想定や土砂災害警戒エリアがない地域であることに基づき、その

ように回答させていただいたところです。 
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ただし、風雤をしのげるような数時間以上の避難先となりますと、現状でこ

のエリアには、ご指摘、ご心配のとおり、ないものですから、今後はそのとこ

ろを除いた最寄りのエリアで避難場所の確保などが必要です。 

今後、地域と町が手を携えて、そういった場所の確保の検討を進めたいと考

えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ②番にいきます。 

大雤が降ったときは、防災無線やテレビ・ラジオ・スマホ等で情報が入りま

す。また、消防団の活躍もあり、見回りをしていてくれて非常に助かっている

ところです。しかし、人間というのは、自分の目で見ないと安心できないとい

うことがあります。この次の③番も含めてで、私は今回で２回同じことを言う

ような形になりますが、何回も言わないとなかなか進まないということで、天

竜川の堤防の危険区域のところにライブカメラを設置して、住民がいつでも見

れるように、そういう体制をとっていただけないかどうか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） それでは、答弁いたします。 

現在、町内の河川監視カメラの設置状況につきましては、天竜川には明神橋、

及び大島川、大沢川の合流点の３箇所に設置されております。 

県の管理の一級河川では、南大島川のエスバード地点、それから大島川では

雲井橋・市田橋の２箇所、田沢川では岡の田橋に設置されており、５分間隔の

静止画像をウェブサイトで閲覧はできるような状況になっております。 

豊丘村では、危険性の高い河川５箇所に河川監視カメラを設置して、24 時間

ライブカメラを起動し、身近な河川の状況をケーブルテレビで提供しておりま

す。このような先進事例も参考にしまして、当町としても検討していく必要が

あると考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ③番に入ります。 

昨年の質問で、胡麻目川の出口の天竜川に生えているアカシアの木の伐採に

ついてご質問いたしました。そのときの回答は、天上、天竜川上流事務所の方
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で順番を決めて伐採を進めるという話を、回答をいただきました。私、再度こ

れについて要望いたします。どう見ても、あそこは危険です。明神橋から上を

見ていただくと、川幅に３割くらいしか水が流れるところはありません。 

したがって、天竜川上流事務所の方で順番を決める中にも、やはり地元の要

望の強いところは、なるべくそういうところに沿ってくれるんじゃないか。私

もいろんな経験を積んでいますけれども、人からうるさく言われると、「この野

郎、うるせーなあ」と、もうやって片付けちゃうかという感覚になります。 

したがって、順番を決める上で、なるべく危険なところを早急に対策をして

いただけるように進めていただきたい。なおかつ私たち議員の仲間にも OB には、

国交省の天竜川上流事務所でえらく働いてくれていた人もおります。その方も

利用して、なるべく早くあそこの部分は伐採につなげていっていただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

千曲川の決壊も、一つには、あの千曲川の河川敶にものすごくアカシアが生

えていて、それも原因になったということも言われておりますので、そこら辺

のところの対策をお聞きしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 議員からご質問をいただきましたので、天竜川上流河川

事務所の飯田河川出張所の方へ問い合わせをいたしましたところ、治水上の問

題の大きな箇所から順次伐採を行っているということでありまして、要望によ

って確実に実施されるわけではなくて、あくまでも治水上、大きな危険がある

ところからということでありました。 

現在、高森町内、高森町の管内で伐採する予定の箇所はないというような回

答もいただいておりますけれども、議員ご指摘のように、引き続き強く要望は

してまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ④番に入ります。 

土砂災害警戒区域あるいは土砂災害特別警戒区域、ここについては、町の対

応として、対象家庭個々に文書を送るということを前回回答をいただきまして、

実際、私のところも土砂災害警戒区域になっています。したがって、その文書

をいただきました。 
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対象区域のところで住んでいる人は個々にいただいたんで、「あ、自分の家は

こういうとこだな」ということはわかりますが、当日、よそからその区域に入

っている人たちというのは全くわからないと思います。 

したがって、その区域に入り込む道の入り口のところ、そこのところに、こ

こから先は特別警戒区域だよと、そういうことを表示することも、住民全体あ

るいは町外から来られた方についても知らせる一つの手段ではないかと思いま

すので、そこについてやってもらえそうかどうか、お聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） ④に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） ただいま警戒区域などを地元以外の方、あるいはその当

日にその地域に入り込んでいる方に、何とか知らせるような表示はというご提

案をいただきました。急傾斜地の崩落ですとか、地滑りの危険区域表示は、指

定した県による看板表示がありますし、それ以外の土石流に関しては、危険河

川であるとの表示は、該当河川に一部はありますが、その警戒範囲までには現

地に表示がないような実情でございます。なので、ハザードマップを、紙ベー

スでも、またインターネットでもご紹介はしておるんですけれども、道路、そ

の入り込むような道路ですとか、目立つような場所にというようなご提案です

ので、果たして可能な表示方法があるのか、先例も含めまして、あるいはちょ

うど道路と区域のこの交わるところとかがどのくらいあるのかというようなこ

とも勘案しつつ、検討させていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ⑤番に入ります。 

過去に私たちの常会は、年に３回、吉１サロンというお年寄りを集めて、い

ろんなお昼を用意をしたりゲームをやったり、あるいは町の職員にお願いして

いろんな勉強会、そういうことをやったことがあります。吉田について何か話

をしてくれと言ったときに、今の私たちの大島川のところは、一般的に平らな

ところに水が集まってきて流れて、それで川ができて、これが段丘林という形

でできるという判断をしていたんですが、そのときの講話の中では、「いや、違

うよ」と、あそこのところは、いま現在三洋工具があるところが隆起してでき

たんだという話をお聞きしました。ということは、元々がもろい砂地になって

おります。特定の場所に対して話をするわけではないんですけれども、天竜川
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の西の山というのは、不動滝線、それから吉田の林道線、ここへ雤が降ると崩

れるということがあって、これ川砂になっておりまして、砂岩や花崗岩でもろ

い砂になっております。そんなところは非常に土がもろい川砂になっていると

いうことです。 

そんなところで、いわゆる県に対して、この三六水害の時にちょうど三洋工

具の南方の山も一回崩れました。そのときは上の段は全く工場もなければ家も

ない、ただの畑でした。そんなところが一回崩れております。今回も、番匠田

橋から上のところが一回山が崩れました。 

そんなことで、番匠田橋から下のところというのは、家のあるところは県の

事業として、そして農地のところは国の事業として壁を造って、コンクリート

壁を造っていただきました。 

今度は、番匠田橋から上が、その後家がだいぶできまして、なおかつ先日の

雤で山崩れが発生したということであります。 

そんなことで、ここだけでなくて、家のあるところのいわゆる危険区域、こ

このとこへの防護壁の設置を県に要望するということが可能かどうか、お聞き

したいと思います。 

○議長（小平一博君） ⑤に対する答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 番匠田橋から上流の急傾斜地ということでありますけれ

ども、議員からもご指摘がありましたように、８月の豪雤で町営墓地のところ

の下の土砂崩落が発生しているというような状況を県にも見ていただいており

まして、県としても早急に整備しなきゃいけないという緊急性が増しておると

いうことを認識していただき、国の方へも予算を取れるように、急傾斜地に指

定して予算が取れるようにということで働きをかけていただいておるような状

況でありますので、町としても早急に整備できるように、引き続き強く要望し

てまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） 消防関係についての質問をさせていただきたいと思います。 

（Ⅱ）番、現在、消防団不足によって班編制が見直されております。それに

伴い、詰所の老朽化対策も行われております。先日、消防団との話し合いの中

で、消防の詰所の建て替えをしたときに、地元負担があるということをちょっ
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と聞いたことがあるんですが、そこら辺はどうなっているか、お聞きしたいと

思います。 

○議長（小平一博君） （１）についての答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 高森町消防施設補助金交付要綱に規定をしておりまして、

詰所に関しては、新設の場合は５％、改修の場合は 10％を、それぞれ地元の区

が負担をしております。 

なお、併設される車庫につきましては、地元負担はないというこれまでの状

況です。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） 補足質問をお願いします。 

○議長（小平一博君） 補足質問を許します。 

○１１番（市川信幸君） 消防団というのは、町の組織であります。その組織が使う

詰所等は、これ地元負担、たとえ５％、10％かけるにしても、地元負担がある

ということは、尐しおかしいんではないかと思います。その地区によって、大

きな地区もあれば小さな地区もある。したがって、地元負担をかけるというこ

とは、各戸にかかっていく負担が違ってくるということになりますので、こう

いうものの修繕あるいは建て替えについては、町が 100％出すべきではないか

と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） （１）の補足質問に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 補足質問をいただきましたが、今まで各区の区長会、区

長さんで構成される区長会などからは、具体的に消防施設に関する負担の軽減

というような具体の要望をいただいたことはございませんので、また今日初め

てそのご要望といいますか、ご意向をお聞きしましたので、現状の今後の改築

計画ですとか、あるいはその傷み具合とか現状を精査をしながら、また区長の

皆様にもきちんと話しかけをさせていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ①に入ります。 

消防団の負担を尐しでも減らすように、現在、詰所の近くにホースの巻上機
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がありますが、手で巻き上げる場所と、それからモーターというか、自動で巻

き上げるところとあるみたいです。やはり消防団、これだけ人数が尐なくなっ

てくると、いざとなったときの活動の方に全力投球をしていただけるように、

その巻き上げも自動巻上機、全部のところに付けれるといいなあと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） ただいまご指摘いただきました電動式のホースの昇降装

置は、現在、常時使用する各班詰所が町内に 11 箇所ございますが、このうち２

箇所に設置済みです。残り９箇所は手動式という形になります。 

これまで担当も私も、幹部会ですとか、消防委員会などでは、具体的な要望

をまだ出たことはありません。電動であればもちろん省力化が図られるという

ことで、まずはそのホースそのものの老朽化とか、改築のタイミングなども含

めまして、消防団の各分団から現状や要望を確認させていただきたいと思いま

す。ありがとうございます。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） お願いですけれども、私たち年に１回、消防団、それから

区長、それから町会議員、三者で意見交換をしておる席で、消防団の方からそ

ういうお願いがありましたので、この場で質問をさせていただき、今後の町の

方での対応をお願いできればと思いますので、よろしくお願いします。 

次に入ります。 

現在、町内に防火水槽が、個数はわかりませんが、結構の数があるのではな

いかと思います。現在、消防団、いざ火事になったときに、消防団が詰所へ行

って車に乗ってその防火水槽まで行くという時間がかなりかかるんではないか。

防火水槽というのは、所詮その防火水槽のあるホースの３本分、４本分近辺に

利用できるようにということですので、管理が非常に難しいんですけれども、

防火水槽のそばに吸い込み用のホースと、それから３、４本のホース、それか

らポンプ、これをセットで防火水槽のところにあって、やはり消防団だけでは

なかなか物事が進まないときに、消防団の OB に応援をいただいて、近くの人に

そこを管理する OB の人に、誰と誰と誰がここを管理するんだよということで、

常に地元におる人にお願いをして、いざ火事になったときに、すぐ水が出せる

態勢にすることが消火を早くすることができるんではないかということでちょ
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っと考えました。管理が非常に難しいけれども、そういうことが可能かどうか、

お聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） まずもってはじめに、先日の下市田の住宅火災も含めま

して、多くの火災では、地元やご近所の皆様の迅速な初期消火活動のおかげで

延焼の抑止ですとか、早期鎮火につながっていることに対して、深く感謝を申

し上げます。 

ご提案の防火水槽のそばにポンプあるいは吸管、そしてポンプをおそらく覆

っておくような設備ですとか、ホースなどの常時設置が理想ではありますけれ

ども、やはりの設置場所であるとか、設備の問題があって、維持管理は非常に

困難というふうに言わざるを得ません。 

場所と条件もございますが、そのような事例がまず全国にあるかというよう

なことは、きちんと情報収集をさせていただきたいと思います。 

当面は、水圧を有する最寄りの消火栓の活用ですとか、あるいはそもそもな

いところへの新設が一番先決じゃないかなというふうには考えます。 

また、もう一つ合わせてご提案の地元消防 OB の組織化につきましては、今も

進めている消防協力員の拡充を図りつつ、おかげさまで令和２年度 12 人が、今

は 22 人登録がございます。このように協力員が当初は中心となって、ご近所の

皆さんと共同で初期消火ができるとか、同時に消火栓の使用方法の習熟ですと

か訓練を、多くの住民の皆様に普及することなどが考えられるかと思います。 

今回のご提案を契機に、まずは消防団、消防委員、各区長などに現状や課題

をお聞きして実態を把握するなどして、よりよい方法を構築させていただきた

いと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） 次に入ります。 

③番、昼間、地元におられる方の消防団活動について、お聞きします。 

昼間、私が消防の時にやっぱり松尾の方に行っていたもんですから、昼間火

事があっても全くわからなくて、帰ってきたら、あそこに火事があったぞと。

現在は結構広域を使って放送は流れるんですけれども、消防団が、特にこの高

森町で生活をされている消防団が、いざ火事といったときに、気兼ねなく消防
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活動に入れる体制があるのかどうか。特に商工会を通じて確認ができるかなと

思うんですが、そういう体制があって、そこら辺が 100％可能かどうかという

のをお聞きしたいんですが、ある企業では、そういう活動は十分できる企業も

ありますけれども、それがすべてではないかと思うんで、そこら辺どうなって

いるか、お聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） まず説明させていただきたいのは、消防団員の多くは町

外に勤務をしておりまして、町内の勤務者は、女性団員と役場職員 21 人を含め

て、いま登録 143 人中約４割の 60 人余りが、町内に名義があります会社等にご

勤務をしていらっしゃいます。役場を除くと、母数からも分子からも 122 人中

約 40 人で、率にして３割強というような形になります。 

職場に気兼ねなくという実情ですか、割合までの把握は困難で、町内に存す

る事業所であっても、例えば、勤務の場所が営業の方であったりとか、出歩い

てあったりとか、町外の事業所にお勤めとか、そこまで精密に精査するのは、

今のところその手段がないような状況ですが、総じてではあります。消防団活

動や有事の出動には、町内のほとんどの企業、事業所の方がご理解がいただけ

るというふうには認識をさせていただいております。 

今後も、県の認証にはなりますが、消防団の協力事業所の登録制度などを周

知して、各事業所のご理解やご支援は維持をさせていただきたいと考えており

ます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） これで私の質問を終わりにいたします。 

 

◇ 通告３番 木下啓爾（８番） ◇ 

○議長（小平一博君） ８番、木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 議席番号８番、木下啓爾です。 

ただいまから、現在、各地区ごとにヒアリングや現地調査を通して、来年度

の地区計画について進められておりますので、今後のあり方について、ご質問

をいたします。 

項目Ⅰの質問です。 



 －67－   

昭和 63 年頃から始まった地区計画については、現在まで 30 年以上にわたっ

て、まちづくりの中核を担う事業として取り組まれてきています。その間、さ

まざまな要因から幾多の変遷がありました。 

そこで、これからの質問にも関係いたしますので、地区計画事業について、

その内容の大きな変化についてお伺いをいたします。 

○議長（小平一博君） （１）についての答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 町として把握している実態の変化ですとか、あるいは町

が主体的に改善を図ろうとした主なものは、まず一つとして、各地区での策定

プロセスが当初に比べて大幅に簡素化・合理化したことが挙げられます。これ

は、各区や地区で主体的に携わる皆さんの間で、計画策定作業が定着化したこ

とが主要因ですが、場合によっては、膝を交えて話し合うような機会が尐なく

なって、計画書の策定自体が目的化しているのではないかとの懸念が禁じ得ま

せん。 

二つ目としまして、平成 20 年頃に、それまでは道路や水路などハード施設計

画に注力していた傾向をとらえまして、地区の現状や課題の掘り起こしと、そ

れを解決する活動、すなわちソフト事業計画にも重きを置くようにしたことで

す。また、施設計画では、その事業の例えば道路や水路をこうしてほしい、そ

の目的や理由を明記する欄を設け、ここを改善をさせていただきました。 

三つ目としましては、平成 23 年頃だったと記憶しておりますが、防犯灯です

とか、カーブミラーなどの交通防犯施設の設置計画は、町の採択や補助を一括

交付金として改めまして、すなわち町の要不要というようなフィルターを通す

ことなく、各区の裁量で自由に設置できるようにさせていただいたこと。 

以上のような変化が挙げられます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） ただいま概略をお聞きをいたしました。ソフト課題につきま

しては後ほどご質問いたしますので、①の質問に移ります。 

ただいまのご説明の中では出てまいりませんでしたが、もう尐し絞って、令

和２年度の地区計画の決算や内容を、10 年前のそれと比較して、どのように変

化しているのかをお聞かせください。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 
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中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 10 年間ぐらいの変化をということでした。 

まず、施設計画では、今と 10 年前を比較しますと、年度間でその事業量です

とか費用に変動はありますが、土地改良ですとか、それから道路の維持改修、

また道路整備、河川の維持補修などの全体の事業費は、概ね平均的には同規模

で推移をしております。 

一方で、その内容は、比較的小規模な維持修繕ですとか、あるいは河川や排

水に関するものが増えているというところが見えております。 

活動計画には大きな変化は見られないと考えますが、自治組織の未加入の問

題ですとか、高齢化また人口減尐にまつわる地区活動の低下や担い手の不足な

どの課題が、あるいは悩みが拡大していることが計画書からうかがい知れると

ころです。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 今、いくつかの課題が出ているというお話がございました。

これも後でまたお話をお聞きしますので、関連して②の質問に入ります。 

町のホームページを見てみますと、９月１日の日付で「地区計画とは？」と

いう記事を更新しておられます。全 14 ページにわたるそれは、「地区計画とは

①②」「地区計画をなぜ作るのでしょう」「地区計画の進め方」「地区計画策定の

流れ」「成果と課題、そしてこれから」との構成になっております。 

町民の皆様がこれを読んでいただけば、非常にわかりやすく、地区計画に携

わっている関係者でも大変勉強になるものとなっております。 

そこでお伺いをいたします。 

この「地区計画とは？」というホームページのアップされているものは、ど

のような目的で町のホームページにアップされているのでしょうか、お聞きを

いたします。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） この掲載資料自体は、平成 20 年頃に当時の企画担当で作

成をしたもので、先ほども「変化」のご質問に対して触れた、ハード偏重の問

題などを改善するために、計画書の様式を改正した際、そもそも地区計画がス

タートした当初の理念を再評価しつつ、策定の手引き書として公開して以来ず
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っと掲載をさせていただいております。 

９月１日付の更新というのは、地区計画書の様式を本年度バージョンに、年

度の数字を変えて添付し直したためでございます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） それでは、補足質問をお願いいたします。 

今お話にありましたように、様式の変化によるということがございました。 

私自身は、先ほど申しましたように、このページに書いてあることは、町民

の皆様一人ひとりに、現在行っている町の重要な地区計画事業について知って

いただくという目的が非常に強い、そんなふうに思っております。その目的が、

町民の皆様に知っていただくという観点から見て、今のホームページ掲載が効

果を出しているのかどうか、もしお考えがあったらお聞きをいたします。 

○議長（小平一博君） ②の補足質問の答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 現状では、ホームページに掲載をしているのみという形

で、地区の役員ですとか、区長の皆様には区長会を通じてご理解をいただいて

いるとは思っておりますが、やはりホームページの掲載ということは、プッシ

ュでそのお知らせが常にごらんをいただけるとか、関心を持っていただくとい

うような働きかけには弱いなあと考えております。現状はそのようなところで

す。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） それでは、③に移ります。 

行政としての地区計画の評価については、この「地区計画とは？」のホーム

ページを読みますと、ある程度、行政はこういうふうに評価しているんだなと

いうことがわかります。今お話のありましたように、区長会や関係の皆様にも

当然でありますが、私がここでお伺いしたいのは、これまでの地区計画事業に

関する町民の関心やその評価を、町がどのようにとらえておみえなのか、お聞

きをいたします。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 30 年以上が経過して、ほぼ定着化した地区計画の策定作
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業である地区計画というふうに考えられますので、その点では、関心は低いと

か、言い換えれば、当たり前というような状況だというふうに思います。また、

それぞれ役員のなり手不足やその質的な変化、お忙しい中で策定作業自体に負

担感をお感じの方もいらっしゃると存じますが、そうはいっても、地域のこと

は地域に暮らす自分たちで点検して見える化、あるいは様式化すること、それ

を地域で取り組むのか、さらに町に要望するのかを選択すること、これらの本

質自体は有用であるというふうに評価されていると考えます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） それでは、（２）の質問に移ります。 

高森町で実施しております地区計画事業への取り組みは、今までも、そして

これからも、今後のまちづくりに関わる町民参加という視点から、非常に重要

であると私は考えております。そういう観点から、この地区計画について、区

長会などではそのあり方について議論されているところですが、各地区間の重

点の置き方、地域の地形の特徴による工事内容の差異、さらに自治会の財政状

況の違いなど、町民や区民に知っていただくことが重要だと考えております。 

そのいま申しました事柄について、ホームページ以外では町民への周知を図

っていないというご回答のように聞こえましたが、それでよろしゅうございま

すか。（２）番です。 

○議長（小平一博君） （２）に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 先ほどの答弁とも重なりますが、区長会におきましては、

毎年８月または９月の定例会で、その策定方針や日程・様式などを説明する資

料を配布して、皆さん慣れてらっしゃるところもあって、変更点のみを説明し

ているのが実情です。 

各区では、この資料や区ごとの詳細日程、またプロセスを添えて、９月中に

は役員会ですとか、常会長会などというような形で、区内に周知を図られてい

るというふうに認識をしております。 

これが役員以外の町民の皆様にどこまで浸透しているのか、あるいは回覧と

かのみで回っているのかというようなところは、総じて図りかねるところでご

ざいます。 

また、町民の皆さんに直接アピールしているのは、先ほどのページをもって
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のホームページのみとなっておりますことも申し添えます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） それでは関連して、①の質問に入らさせていただきます。 

「地区計画とは？」という先ほどのホームページのアップされているもので

説明されているように、各地区から提出される地区計画書には、様式１と様式

２がございます。それぞれ、先ほど平成 20 年度あたりから始まったというソフ

ト事業とハード事業に分かれております様式１と様式２でございます。 

ハード事業につきましては、大きく道路改良や安全対策、用水路や排水路、

その他があり、町民はそれらの工事を目の当たりにしておりますので、あそこ

で工事しているな、ここで工事しているなとありますので、それらを理解して

いるかなというふうに思います。 

しかし、それぞれの地区での活動、さっきのソフトでありますが、ホームペ

ージにはこう書いてあります。自治会のあり方、加入促進の取り組み、女性や

若者支援、高齢化問題などを挙げているソフト事業については、その性質上か

ら、自治体加入者でさえ理解されているとは言い難い。役員は、今お話のあり

ましたように説明がございます。じゃあ区民にどう知らせるかというと、常会

回覧、隣組回覧のような文書で回ることが多いかと思います。 

その点に関わり、町の中核の地区計画事業について、町民の理解の視点から、

町の具体的な今後の取り組みが考えられていればお聞きをしたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） まず、地区計画そのものは、町として様式や手引きをお

知らせをして、地区担当職員がお手伝いもしますが、その策定自体や内容は、

各区や地区が主体的に行っていただくものでございます。ソフト事業も含めて、

それが策定後にどのように区内、地区内で周知されるかは、各地区に委ねるほ

かないなというふうには考えております。 

一方で、今回のご質問での課題提起をとらえまして、例えば、全地区の計画

書を、ソフトもハードも含めてホームページなどで公開をさせていただくとい

うような取り組みは必要かなというふうに考えております。 

また、区長会等でもお諮りをして、お許しいただければ、そのような方向で
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進めたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） （２）の②の質問でございます。 

質問の通告に書いておきながら、「じゃあ木下、解決策はあるのか」と言われ

ると、非常に困る部分も、あ、僕は質問しているなと思っておりますが、一応

通告してございますので、お聞きをいたします。 

「地区計画とは？」の中で取り上げられている自治組織未加入の方に関して

は、その思いをどう拾い上げるか、その方々の負担費用をどう考えるかが、課

題として挙がっております。この２点がホームページの課題として挙がってい

るわけですが、その課題解決について、もし具体的に町での解決策があればお

聞きをしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） その点に対しては、具体的な手立ては打てていないとい

うのが実情です。 

ただ、見方を変えますと、情報化社会の中で、例えば、PTA の中で加入・未

加入の別なく、多様な課題ですとか要望が共有をされて、それを加入者を通じ

て地区計画に引き継いでいただくとか、挙げていただくというような事例は耳

にするところでございます。 

そして、ホームページでも公開している手引き資料に記載されました地域を

またぐ課題には、行政が一定の方向性を示した上で、各地区間を調整すること

ですとか、あるいは町民全体の課題は、自治会の加入・未加入に関わらない公

平な制度となるように、受益者負担等の見直しなどを進めるとありますが、こ

の辺は用水路の負担率の改善であるとか、これらの解決策は、これまでも徐々

にではありますが進めているところです。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） それでは最後に、（３）の項目に入ります。 

これまで質問してまいりましたように、地区計画は、まちづくりの中核を担

うものでありまして、さまざまな課題があることがわかってきております。 

今後のことを考えると、地区計画の改革や改善ということが必要性があるの
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ではないかと私は考えるわけですが、地区懇談会で、まちづくり懇談会ですね、

ワークショップの中で９年後というキーワードがございました。第７次が終わ

るときでございます。ここでは、それと同じように、９年後の地区計画がどう

あればいいのかということをお聞きしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） （３）に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 非常に難しいご質問をいただきまして、９年後の地区計画が

どうあるべきかということでございますけれども、地区計画にはそもそもハー

ドとソフトがある。それぞれに課題を抱えているというふうに私は思っており

まして、例えば、ハード事業の問題になってきますと、その地区計画書に載っ

ていないもの以外のものの整備については、町としてなかなか進めることがで

きないであったりとか、さっきも総務課長から答弁させていただいたとおり、

各地区をまたぐような水路のところの、そのまたいでいる部分のところの調整

等に結構時間がかかってしまうとか、地元負担金が尐ない地域にとっては、な

かなか水路工事とかそういうものを進めることができないとかという課題が出

ていると思っています。そういったものを９年後どういうふうにしていくのか

ということであれば、やはり各地区の順番の中で整備をしていくだけではなく

て、全町としてのこの水路を集中的にやるとかという、そういうような取捨選

択というのも、最終的には必要になってくるというふうに思っておりますが、

何分 30 年にわたって区ごとで順位を付けて、区ごとの上位何番目までを実施す

るというやり方をしてきておりますので、そこのところを、例えば、吉田区の

この部分を集中的にやるということを、ほかの区の皆さんにご理解いただくと

いうのが、非常に難しい状況にまで追い込まれているということになっている

ということです。 

なので、この辺については、やはり議会の皆様も含めまして、ぜひご協力を

いただきながら、全町での調整というところを最終的にやらせていただくよう

な方向性へもっていければ、９年後に向けてなかなかいい提案ができるのかな

と思っております。 

もう一つはソフト事業であります。ソフト事業については、やはりいま自治

会に協力をできない、また外から入ってきた皆さん等で、高森町のいわゆる自

治会に対するお金の負担や役務、作業等のものについて理解をいただけないと

いうようなそういう皆さんに、やはりどういうふうにそれが必要なものなのか
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ということ、または各自治会が行っているような伝統文化の、例えばお祭りで

あったりとか、それ以外のふれあい祭りとか、そういったものがなぜ行われて

いるのかというのが、きちんとやっぱり説明できるような状態の中で、自治会

への加入であったりとか、協力をお願いしていくという形をとらなければ、や

むを得ないと、このままになってしまうと思いますし、さらに、やはり私たち

が進めているこの人材育成を通じて、若い世代の人たちが、地元に対する理解

をきちんと持った状態に育てていくということも大切だというふうに思ってい

ます。 

例えば、９年後に自治会未加入率を、今は 20 数パーセントから 10 数パーセ

ントまで落とすとかという、そういう目標ではなくて、やはり町民の皆さんの

意識が変わりながら、私はそういうところに協力していこうという、そういう

皆さんが育つようなまちづくりというのを目指してやっていきたいと思います

ので、ご理解をお願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） しっかりお答えをいただきました。いま町長の言われたよう

に、ハード面での問題、ソフト面での問題、それは９年後は、結局は町民の皆

様のそれぞれの意識を、まちづくりというところに変えていく、それにつなが

ってくるんだと思います。 

続いて、①の質問です。 

私は、いま質問しております地区計画事業に関わらず、これからの行政改革

の視点は、高齢化社会、すなわち人口減尐、すなわち町の税収入の悪化、また

行政サービスへの期待が日増しに伸びてまいります。それとともに、役場への

要望も多くなるわけですが、人口減尐とともに役場の職員も多分減っていくこ

とになります。 

さらに、今じゃぶじゃぶと国から補助金が出ておりますコロナ関連、これが

町民の、国民のこれからの税金で賄われていくことになりますので、交付税や

補助金の減尐などが考えられます。 

行政としては、これらのことを町民の皆様にご理解していただくことができ

るかがポイントになると思います。 

地区計画についても、これまでのようにホームページはむろんのこと、広報

やケーブルテレビ、区長会を通して周知を図ることが考えられます。しかし、
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現状の高森町民の皆様の関心事や情報環境などを考えると、今まで以上に画期

的な理解の向上はちょっと難しいかなあというふうに考えます。 

そこで、先ほど課長の方からお話、回答がありましたように、その年の地区

計画について、場所、内容、費用も含めて、広報誌やインターネット等の活用

により町民に知らせる工夫。 

また、町民から、または外部の方でもいいんですが、地区計画のモニターの

ようなもの、モニターさんのようなものを募集して、工事現場を見回ってもら

って評価していただくなど、外部評価の導入など、新たな工夫が必要であると

考えております。 

そこで、地区計画の改善に向けて、町民の理解と協力を得るために、どのよ

うなことが必要だと町はお考えなのか、お聞きをいたします。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） まず最初の地区計画でやった結果、場所、内容、費用を含め

て、町民にお知らせするということについては、これについては、ぜひ区の皆

さんにもご理解をいただきながら、やっていくような方向性へ持っていければ

と思っております。 

その次の地区計画モニターみたいなものについては、町が主導してそういっ

たものをやるということも、確かに大切なのかもしれないですけれども、まさ

にそれが議員から提案がされるのであれば、議会の方で、町が、各区がやって

いる地区計画をモニターするであったりとか、もしくはそういった方を募集し

て、やっぱりこういうことがやられましたということを広報していただくであ

ったりとか、そういった取り組みをされると、行政が区とやっていること、プ

ラスそれを評価する立場ということで、バランスが取れるのではないかなとい

うふうに、個人的な考えですけれども、そのように思います。 

町として、そこを一生懸命やれということであれば、そこについては検討さ

せていただくというような形にはなるかなとは思いますけれども、私からの提

案としては、議会側の方でぜひやっていただければありがたいなと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 言葉に詰まってしまいましたが、一般質問をしたら、町長の
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方から議会の宿題としてお話をいただきました。 

この件につきましては、私への答弁であり、町長の個人的なお考えだという

ふうにとらえさせていただきまして、取り組めるところから取り組んでいただ

く、町で取り組めるところから取り組んでいただくことでお願いをしておきま

す。 

②の質問に移ります。 

本年度のまちづくり懇談会で、壬生町長は、「まちづくりは地域づくりである」

「地域づくりこそがまちづくりである」というようなことがしておられました。

これまで 30 年余にわたってつくり上げてきた高森町の地区計画事業ですが、先

ほど申しましたように、高齢化のためにさまざまな問題が発生しています。 

地区計画を改善していくために、前回の一般質問で取り上げたソフト面で、

町民主体のまちづくり支援事業のようなものを地区計画にも組み入れるなど、

町民を巻き込んだ新たな取り組みが必要な時期になってきていると私は考えま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 町内の 21 地区、それから７区の皆さんには、町としてそれな

りの交付金なりを、要望どおりとはいかなくてもさせていただいておるような

状況ではあります。 

その交付金がどういうふうに使われるのかというところは置いておいたとし

て、例えば、まちづくり活動に使われる部分については、１％の補助システム

を使ってくださいという、そういうご案内はこれまでもさせていただいておる

つもりです。 

一例を申し上げますと、令和２年度に採択をされました山吹の竜口地区の防

災活動の炊き出し訓練というのがあるんですけれども、これは令和元年度に策

定された活動計画を基に、竜口地区で事業化をして、１％の補助を使って炊き

出し訓練を行ったというような経過があるものです。 

そこの連動をどういうふうに取るかというのは、課題のところもあるんです

けれども、地区としてやはり、地区とか自治会として、１％に対しての考え方

をきちんと持ってそれを執行するということは、できる制度にも今でもなって

おりますので、ぜひそういったところをご案内させていただきながら、継続的

にやっていくというところとか、担い手をきちんとつくっていくという、そう
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いう意味も込めて、それが全地区に波及するようなものについては、全体の地

区交付金に振り替えるであったりとか、そういったところを検討してまいりた

いと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） ありがとうございました。 

いま全国の自治体で求めているのは、持続可能なまちづくりであると思われ

ます。今後の高森町の持続可能なまちづくりへの取り組みを期待して、私の一

般質問を終わりにいたします。 

○議長（小平一博君） ここで暫時休憩に入ります。 

再開は 10 時 35 分です。 

 

休 憩  午前１０時２６分 

再 開  午前１０時３５分 

 

○議長（小平一博君） 休憩を解き、一般質問を再開いたします。 

 

◇ 通告４番 大島正光（12 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 12 番、大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 12 番、大島正光でございます。 

通告に従いまして、質問させていただきたいと思います。 

今回は二項目、質問させていただきたいと思います。 

それでは、一項目目、町長４年間の振り返りと二期目の抱負は、について質

問をさせていただきます。 

一項目目の質問については、同僚議員が同じ項目でほとんど質問をしており

ますので、多尐ダブるところがあるかもしれませんが、ダブらないように尐し

観点をちょっと変えて質問をさせていただきますので、よろしくお願いします。 

一項目目の４年間を振り返っての関係でございますが、町長は常々、町の人

口の増について、この田舎の中で異動があっても、異動があって高森町の人口

が増えてもこれはだめだよと、やっぱり近隣市町村と一緒になって伊那谷全体

が活性化しないとだめだというような考えをお聞きをしております。 

そんな中、町長は、広域連合会議、いわゆる 14 市町村の首長会議に出席をし
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て、議事録を見させていただくと、積極的に発言をしております。そこら辺を

含めて、人口問題、あるいはリニアや三遠南信自動車道の開通を見据えた取り

組み等、４年間の感想をお聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） （１）の質問に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） それでは、広域行政等についての振り返りを私の方でさせて

いただきたいと思います。 

地方創生時代ということで、当地域については人口減尐、尐子高齢化が非常

に加速しているという状態の中で、明るい話題と言っていいと思いますけれど

も、リニア中央新幹線であったり三遠南信自動車道の開通を数年後に控えてい

るということです。地域全体でやはり選択と集中というものが求められている

ような状態で、例えば、同じような施設を各町村で持つとかということではな

くて、そういったものをきちんと選択しながら、必要なものを地域全体で考え

ていくというようなところが求められていると思います。 

町のみで解決できる課題ばかりではなくなっていることが多くなっています

ので、例えば、下伊那北部５町村の事務組合であったりとか、町村会、それか

ら広域連合、必要に応じては上伊那地域の皆さんとの連携は欠かすことができ

ないというふうに私は思っています。 

広域連合、町村会、北部事務組合の場で、私は高森町長なんですけれども、

高森町長としてというよりは、地域全体のリーダーとして、地域がどうあるべ

きかということで、前例にないようないろんな発言であったりとか、改革案で

あったりとか、提案というものを一生懸命させていただいてきております。 

全員が選挙で選ばれている首長ですので、その皆さんの意思をまとめ上げる

というのは非常に難しいし、調整は難しいというところはあるんですけれども、

広域連合会議自体の議事録を見ていただいてもわかると思いますけれども、過

去に比べると、非常に前向きな発言を皆さんがするようになってきていたりと

か、やはり全体調整をしようという意思がうかがえるような会議に変わってき

たということは間違いないと思います。 

今後についても、そういった議論がされながら、地域全体が進んでいくよう

に、与えられている状況は各町村ごとによって違うわけでありますけれども、

やっぱりみんなで助け合えるような、そういった取り組みができるようにこれ

までもやってまいりましたし、今後も進んでいくことを期待したいと思ってお
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ります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 次に、①の方の質問に移りたいと思います。 

４年前の町長就任時の一般質問で私が質問させていただいて、何に一番重点

を置くかというような質問をさせていただきました。そんな中で、人材育成を

最重点課題として取り組みたいという答弁がございました。まちづくりは人づ

くりからというようなことで、積極的に人材育成に取り組まれ、マニフェスト

大賞の優秀賞も受賞されたのは評価をしたいというふうに思っております。 

私が一番評価したいのは、役場職員の若い方々に対して人事交流ということ

で、国や県、市町村、民間企業に派遣をして、それぞれのところで勉強をして

いただいております。いずれ町に帰ってきたときには、やはりそれぞれの立場

で勉強したものが生かされて、それぞれ町としてもスキルアップできるし、本

人としてもスキルアップができるんではないかなというふうに思っております。

引き続き、人材育成のための人事交流は続けていってほしいと思っております

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

また、人材育成について取り組んだということで、ちょっと私、何点かあれ

しましたが、町長自身として、その実現度についてどう評価しておるのか。ま

た、点数を付けるとしたら何点ぐらいの評価になるのか、そこら辺をお伺いし

たいと思います。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 実現度をこの４年間の中で計れということですが、なかなか

難しいのかなというふうに思っています。 

私が一生懸命取り組んできたことは、特に若い人たちを中心にということに

はなってしまうんですけれども、地域の実情をまず知る活動、あとはその課題

であったりとか、将来に向かっての提案をきちんとすることで、最終的には自

分が担い手になって行動をするという、そのプロセスをきちんとつくり上げる

というところを一生懸命やってきたつもりであります。 

また、一般の皆様にも、そこをお手伝いいただくことで、まちづくりに参加

をいただいているという、そういう気持ちを持っていただいて、子どもたちで

あったり若い皆さんの成功体験が、町民全体の成功体験につながるような、そ
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ういう形を一生懸命つくってきたつもりであります。 

まちづくりの１％の補助金とかも含めまして、地域の皆さんがそれぞれやっ

ていただくこと等については、今はいろんな形で活動していただいておるんで

すが、将来的な担い手の話であったりとか、継続性ということについては、９

月の木下議員からの一般質問のご質問でもあったとおり、いろいろ課題を抱え

ているということを含めますと、なかなかその実現度はどうであったかという

話になりますと、若い人向けにはある程度の実現度が進んだんですけれども、

一般町民の皆様に対しては、まだまだ課題があるというような状況なのかなと

いうふうに感じてはいます。 

ただ、この人材育成は、育ってきた人たちが大人になって、さらにその人た

ちがどういうふうな活動をしていくかというところまで見なければいけないと

いうふうに考えますと、まだまだ時間がかかることであるというふうに思って

いますし、この状況をずっと続けることが、やはり大切なのではないかなと思

っておりますので、点数はちょっと勘弁していただきながらも、そんな答弁で

ご容赦いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 了解しました。 

②の関係ですが、４年間でやり残した課題は何か。先ほどの同僚議員の中で

も、そんなような課題というようなあれが出ておりましたので、段丘林だとか、

パノラマ農園だとか、課題がまだまだあるよというようなお話がありましたの

で、ここは飛ばさせていただきたいと思います。 

（２）の質問に移りたいと思います。 

11 月の議会全員協議会において、再選に向けて出馬表明を町長はされました。

町民の幸せと安心、安全の地域づくりのために、二期目に向けた抱負をお聞か

せいただきたいと思います。 

○議長（小平一博君） （２）に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 私自身がぶれてしまうと、町民の皆様にご迷惑をおかけする

ということはありますので、この人材育成を継続するということについては、

もし二期目もお世話になることができれば、そこについてはぶれることなく、

きちんと進めてまいりたいと思っています。 

ただ、もう一つやっぱり重要なのが、人材育成とともに町民の皆様が、まち
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づくりを自分事としてやっぱりやることができるかどうかという、そこの課題

の部分になるのかなと思っておりますので、この自分事としてとらえるという

ところを、どういうふうにするのかというところをテーマに、二期目について

は進めてまいりたいというふうに思っておりまして、町の将来像は「なりたい

『あなた』に会えるまち～日本一のしあわせタウン高森～」ということになっ

ておりますので、最終的にはその将来像を実現できるように、目指せるまちづ

くりを私としてはやっていきたいと思っています。 

とにかく高森町は元気になってきたというふうにだいぶ言われるようになっ

てきたので、さらに高森町が元気だと言われるように、それはもう議会の皆さ

ん、町民の皆さんと一緒に進めるまちづくりというものを目指してまいりたい

と思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） ぜひ高森町が元気になるような、またそんな取り組みをお

願いをしたいと思っております。 

二項目目の質問に移りたいと思っております。 

長野国体でカヌー、ビーチバレーに出場できる人材の育成を、について質問

をさせていただきます。 

この件については、前にも質問をさせていただいております。平成 29 年の９

月の議会で、当時、熊谷町長の時代でございますが、８年後に予定をされてお

る長野国体に、町内でカヌー競技の開催誘致を提案をさせていただきました。

それと同時に、カヌー競技を PR するには、リオオリンピックで銅メダルを獲得

した羽根田選手を招いて講演会やカヌー教室を開いたらどうかというふうに提

案しました。４年越しに 18 日に実現するのということで、うれしく思っており

ます。 

また、31 年の３月の議会のときにも、カヌーと一緒にビーチバレーの競技を

町内で開催を誘致したらということで提案し、両競技とも長野県から町内での

開催の内定をいただいておるわけでございます。両競技とも、山吹のかわまち

づくり事業の一角で実施できるように進んでおるというのは、皆さんご承知だ

と思います。 

やっぱり町内で開催するだけではなくて、やっぱり選手として、町内の選手

として町内の方が競技に出場できるような、そんな選手の育成を進めてはとい
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うふうに思っております。やっぱり町内の選手が出るようになれば、やっぱり

盛り上がりも違うんではないかなというふうに思っております。８年後ですの

で、例えば、小学校の６年生、12 歳ですが、８年後というと二十歳、もう選手

として立派に出場できるような年齢になるわけでございます。当然、中学生で

あれば、もう二十歳過ぎというようなことで、今からでも間に合うと思います。

ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

再度提案をさせていただきますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） （１）の質問に対する答弁を求めます。 

帯刀教育長。 

○教育長（帯刀 昇君） 毎年、高森町カヌークラブ主催のカヌー教室を開催してお

り、今年度は、小学生３人が参加しております。 

今後も小中学校へチラシを配布するなど、普及に努めてまいりたいと思いま

す。 

いま議員からもお話がございましたが、この 12 月 18 日には、アスリート講

演会として、カヌーの羽根田選手をお招きし、カヌーの魅力を伝えていただき、

2028 年の国体に向けた取り組みについて、対談を計画しております。 

今後は、カヌーやビーチバレーの魅力を発進する機会や、実際に体験する機

会をつくり、長野県カヌー協会や地元の高森カヌークラブと相談しながら、2028

年の国体に向けて、意識の醸成と地元出身選手の育成につなげていくよう取り

組んでまいりたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） ちょっと補足なんですが、町長の公約で、人材育成という

ようなふうに言っておりますので、これも人材育成の一つというふうの観点と

いうふうに思いますが、町長、お考えはいかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） （１）の補足質問の答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） おっしゃるとおりだと思います。 

カヌーとビーチバレーは高森町で開催されるので、ぜひそこに高森町の選手

が参加するということは、それはもうほんとに、もうそうなったらうれしいこ

とでありますし、それに限らず、スポーツ競技で高森町から例えば全国大会に

出場するであったりとか、もしかしたら駅伝を走る、箱根駅伝を走るかもしれ
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ないかもしれないとかという、そういう選手がいるだけで、町全体が非常に盛

り上がりますし、そういう選手を輩出できる町になるということは、非常に重

要なことだというふうに私は思っています。 

そのために、やはり環境整備であったりとか、そこに結びつくための人材育

成というところは、やっぱり指導者の問題とかいろいろありますので、ぜひ、

羽根田選手が今回カヌーの話で来ていただける、そのチームの皆さんが練習で

きるような環境とかを早く整備をしながら、本物に触れながら、いい人材が育

つ、そんなような取り組みができたらと思っておりますので、議会、議員の皆

様もぜひご協力をお願いしたいと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 私も同感です。今度はサッカー場を整備をするような予定

もありますので、サッカー選手としても、また Jリーグに出るような選手が出

ればいいんじゃないかなというふうに思っております。 

ぜひ人材の育成にご尽力をお願いしまして、私の一般質問を終わります。 

 

◇ 通告５番 北沢幸保（10 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 10 番、北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 10 番、北沢幸保です。 

それでは、通告に従いまして、今回は町民研修センターの駐車場隣地の建設

残土埋め立て工事と賃借料金について、質問をさせていただきます。 

（１）に入ります。 

町が隣政寺から借りている町民研修センター「森の家」の借地内で、駐車場

の東側山林を伐開し、県営中山間総合整備事業と町営水道配水池工事によって

発生した建設残土を搬入し、駐車場の拡張工事が行われました。 

町が借りている土地で残土の埋め立て工事が行われたわけですが、これまで

に議会には一度も説明がされておりません。 

前述の事業において駐車場の拡張工事を行った期間はいつからいつまでなの

か。また、残土処分候補地はほかにも考えられたと思いますが、どのような公

正、公平な手続きを経てこの場所に決定したのか、担当課の説明をお願いしま

す。 

○議長（小平一博君） （１）に対する答弁を求めます。 
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三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 駐車場の拡張を行った時期でありますけれども、令和元

年度から県営中山間地整備事業及び町営の水道配水池工事の残土処理場として

行っておりまして、現在も県営中山間地整備事業は継続をしておりますので、

今後も搬出をする予定でおります。 

建設工事の施工にあたりまして、残土処理は大きな課題となっておりまして、

場所の指定だとか、運搬距離、それから運搬条件に応じて、工事費も大きく関

わってきます。 

まずは、工事現場の近郊で適当な場所を探すことになり、発注者側の県の農

地整備課から問い合わせがあり、町でも近接で適切な場所がないか、探した経

過があります。 

町民研修センター「森の家」では、かねてより明治大学野球部が夏期キャン

プを行っておりまして、駐車場ではキャッチボールできるくらいのもう尐し広

いスペースが必要との要望が町にありまして、駐車場の拡張を検討していたた

め、町と県が隣政寺への橋渡しをしております。町が県と隣政寺への橋渡しを

しております。 

場所は、発注者側の県と地権者の合意に基づいて決定しておるということで

あります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足質問をお願いします。 

町長に伺います。 

この２つの事業の残土処理において、場所を公平、公正に決める必要があっ

たと思いますが、残土を希望する個人だとか事業者を募ったり、そういった手

続きをして決めるべきだというふうに考えますが、町長は、そういった点につ

いてどのような努力をされてこの場所に決定したのか、伺います。 

○議長（小平一博君） （１）の補足質問の答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） いま北沢議員がおっしゃったとおり、これは残土でございま

して、耕土でもなければ、利用価値のある土でもないということであります。 

ですので、その処分は、一般的には残土処分場に搬入をするというのが一般

的でありまして、その残土処分場は、この辺で言えば、豊丘村にある１箇所の
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みということになっております。 

実際、下市田の工業用地でも出た土の残土の一部をそこへ搬入させていただ

いて、高額な費用を払って処分をさせていただいておるという経過であります。 

県営中山間地整備事業につきましては、できるだけ近郊で利用をできる場所

ということで探していたということもありますし、配水池についても、うちの

敶地内での整備でありましたので、そこで出た土をどこかにということで、町

としては、研修センターの駐車場を拡張しながら、利用しやすい状況にするの

がよいのではないかという判断に至りまして、そういった発生土、残土の方を

そこに搬入させていただいておるということであります。 

ただ、この土については、ほかのところにも要望がありまして、畑の下を作

る部分の土として要望がありましたので、そちらにも搬入させていただいてお

るということです。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、①に移ります。 

下市田工業団地用地では、産業用地の残土が発生したときには、希望者を募

って公正、公平に配ったわけであります。 

一方、本件の場合、発生する残土の埋め戻しを、有効利用も兼ねて、発注者

から地権者に承諾をお願いしたというふうな経過を聞いております。 

県営中山間総合整備事業と町営水道配水池工事において、承諾を得るにあた

って、町から隣政寺に示した条件あるいは隣政寺から町に出された要望につい

てありましたら、お聞きします。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 今回の残土の埋め立てに対して、町からは、埋め立てに

障害になる立木の伐採、それから盛り土の法面整形及び雤水対策を県が行うこ

とを条件に提示しました。隣政寺側からは、景観に配慮してほしいという旨が

要望がありました。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足質問をお願いします。 

ただいまそういった町と隣政寺の交渉の経過をお聞きしたわけですが、先日
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お聞きしたところによると、その取り交わした文書といったものはないという

ふうに聞いております。そして、発注者は町であって、町の代表者は町長であ

ります。また、地権者の方は隣政寺であり、町長は副住職を務めているわけで

あります。 

担当課の説明、先ほども言いましたが、発注者から地権者に承諾をお願いし

たということでありますので、言い換えれば、町長が、町長自身が副住職を務

める隣政寺に承諾をお願いしたという言い方、そういう町長はそういう両方に

関わっているというふうに感じます。そういった関係で、町の意向と隣政寺の

意向が、どちらも町長の気持ちが反映されることは明らかでありまして、結局

話をすれば、お願いすれば、反対したり拒否するというはずもないわけであり

ます。 

このことは、利益相反行為をなくすため、民法 108 条の類推適用で禁止して

おります双方代理や自己契約に匹敵する行為ではないかというふうに感じます。 

町長は、このようにして承諾した経緯に対して、適法性あるいは道徳性の観

点から、問題ないというふうにお考えでしょうか、伺います。 

○議長（小平一博君） ①に対する補足に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） これまで何度も申し上げてきたとおり、私はお寺の副住職で

あって、宗教法人の理事でもなければ代表でもないということでありますので、

その法人に対して、町の方からお願いするというようなこと、また県の方から

依頼をしたということに対して、私が宗教法人上、同意を求められるものでも

全くございませんので、ですので、そこについては、特に問題ないと思います

し、むしろ、高額な費用をかけずに適切な場所で処分をすることに協力したと

いうことに対して、そのようなふうな判断をされるというのは、非常に悲しい

というふうに思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、②に移ります。 

埋め立て工事を見てみますと、先ほども説明がありましたように、山林を伐

開して、残土を運んで、駐車場と同じ高さで造成を行っております。 

下市田産業用地のときには、ダンプで申請のあった場所に運んで、その後な

らすのは依頼した各自に任せていたと。同じ残土処理というか、においても、
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本件は格段に丁寧で有利な残土処理を行っているというふうに言えます。 

なぜこのように丁寧で有利な残土処理を行う必要があったのか、伺います。 

○議長（小平一博君） ②についての答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 最初にちょっとご理解いただきたいと思いますが、下市

田産業用地から希望者を募って搬出した土は耕土ということでありまして、実

際に田んぼとして、田畑として使える、そんなような土地で、残土といういわ

ゆるこの場合でいうと、耕土の下にある心土と言いますけれども、そういった

ものとは違う耕土であります。この耕土については、必要とされる皆様の畑ま

で町で運搬しまして、その後は耕作者に対応をお願いしておるということです。

さらに、残土と言われるのは、耕土の下の心土という部分でありますけれども、

この一部については、豊丘村の残土処理場に有償で処理をしておるということ

は、ご了解いただきたいと思います。 

今回の建設工事で出ている礫混じりである残土処理を処分する費用を積算し

ました結果、当地域の一部の残土処理場へ運搬する費用及びその残土処理場で

も当然処分費というものを取りますので、その処分費と積算した場合に、隣政

寺あるいは近隣で処分した方が安価な値段になったということでありますので、

このような処理は適切であるというふうに、妥当であるというふうに考えてお

ります。 

また、この事業において発生した質のよい土については、近隣の人が、近隣

の方で必要という希望された方については、畑のかさ上げなどにも利用をして

はおります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、③に移ります。 

研修センターでの残土埋め立て工事において、全体の事業費ですね、山林の

伐開、残土運搬、造成等行ったわけですが、全体でどのくらいお金がかかって

おるのか、伺います。 

また、土地の使用料や、その伐採したアカマツだとかカラマツ、立派な木が

あったわけでありますが、木材売却費はどのように処理されたのか、伺います。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

三沢建設課長。 
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○建設課長（三沢 茂君） 県営中山間地の総合整備事業につきましては、県の事業

でありますので、この件については県の農地整備課より情報提供をいただいて

おります。 

研修センターの残土の埋め立て工事において、全体の事業費は 463 万 7,000

円ということです。土地の使用料は支払われておりません。 

県から千早原工区の道路工事施工業者に対して、立木の伐採費 58 万 4,000

円を支払い、伐採を行っております。 

伐採した幹については、長さ４メーター程度に切断して広場に集積し、伐採

した材につきましては、地権者の財産であるため、処分をお任せしております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、④に移ります。 

駐車場は拡張されたわけですが、雤水が法面を流れて、既に何箇所も崩れて

おるわけであります。雤水対策は当初の計画に、先ほど含まれていたというこ

とですかね。今後どのような対策を行うのか。また、雤水対策事業費はどのく

らいかかるのか、伺います。 

○議長（小平一博君） ④に対する答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 土につきましては、小段を設けまして県で法面整形を行

います。 

雤水対策につきましては、雤水が集まる箇所に簡易な集水桝を造りまして、

コルゲートパイプで法面の下まで水を導いて放流をいたします。 

費用は、先に示した費用の中にも含まれておりますけれども、56 万 8,000 円

で法面整形と雤水の処理を実施する予定であります。 

また、必要に応じまして、法面には植生シート工の対応も考えておりますの

で、その場合には 100 万円程度増工となる見込みであります。 

事業については、発注者である県の方で行います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、⑤に移ります。 

高森町まちづくり基本条例９条では、町長の責務を規定しております。その

中身でありますが、「公正、公平かつ誠実に町政運営を行います」、また、「政策
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やそれらの意思決定の過程を町民に説明します」となっております。 

本件は、町長が副住職を務める宗教法人の所有地であり、町が借りている借

地内での工事であります。町長は、町民や議会に対して、まちづくり基本条例

の責務をどのように果たしてきたか、伺います。 

○議長（小平一博君） ⑤に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 近隣での工事で発生する残土につきまして、町や県の事業に

協力して、無駄な公費が生じないように、私としては協力をさせていただいて

おるので、十分公正、公平かつ誠実に対応させていただいておるというふうに

判断をしております。 

また、これまでの工事案件において、残土の処分というのは、例えば、道路

工事をやれば必ず発生するものでありますけれども、その処分方法などすべて

議会にお諮りしたというような記憶は、私は一度もございません。 

ですので、こうしたことも踏まえ、十分説明責任も果たしているというふう

に感じております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足というか、今日いろいろ質問する中で、初めて議会の

方もわかったことがかなりあります。説明責任、あそこの駐車場へ行ったとき

に、何の工事をやっているのかなというふうに疑問に感じておりましたし、そ

ういった点ではやっぱり議会にも全然知らされてない。そういった点で、説明

が不十分だったというふうに私は感じております。 

⑥に移ります。 

コロナ禍で多くの町民が収入や売上げが減尐して苦しんでおります。町長が

副住職を務める宗教法人では、多額な先ほど金額が報告されましたが、500 万

円近くほどの事業費が充てられているということで、そういった工事が行われ

ました。 

そういった点で、町長、町民に対してどのように説明されるか、お伺いしま

す。 

○議長（小平一博君） ⑥でいいんですね。 

○１０番（北沢幸保君） はい。 

○議長（小平一博君） それでは、⑥の質問に対する答弁を求めます。 
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壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） まず、「森の家」の駐車場を整備することで、「森の家」の利

用の幅が広がるということは、町については一定程度の利益も上がるというふ

うに判断しておりますが、先ほどから何度もおっしゃってらっしゃる、宗教法

人に対して有利な埋め立てを行ったと言いますが、宗教法人として全く有利な

埋め立てではないというふうに私は思っております。景観上も雤水の対策等も

含めまして、それが有利なものではなく、法人としては、町の事業、県の事業

に協力をさせていただいたというような立場でございます。 

何度も申し上げているとおり、今回の建設工事の残土処分費、これを積算し

た場合に、当地域の一般残土処理場への運搬費用及び残土処分費よりかなり安

価に施工されておりますので、釈明をするようなことは特にないというふうに

思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、⑦番に移ります。 

憲法 89 条では、「公金その他の公の財産は、宗教上の組織もしくは団体の使

用、便益もしくは維持のため、または公の支配に属しない慈善、教育もしくは

博愛の事業に対し、これを支出し、またはその利益に供してはならない」とい

うふうに規定しております。 

本件の埋め立て工事でありますが、公金を投入して宗教法人に便益を与える、

具体的には駐車場を拡張したということでありますが、そういったことで憲法

89 条に抵触するのではないかというふうに疑義を持つわけでありますが、監査

委員に伺います。 

○議長（小平一博君） ⑦の答弁を求めます。 

下井代表監査委員。 

○代表監査委員（下井 明君） 答弁します。 

監査委員は、行政の予算執行、事業執行が誤りなく適切に行われているもの

かをチェックする立場であり、議会の議決を受けた事業で、予算執行上問題な

いと判断いたします。 

憲法等の解釈については、判断する立場ではありません。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 
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○１０番（北沢幸保君） 補足をお願いします。 

宗教法人として、当町にも多くのお寺やお宮等があるわけでありますが、大

概の法人は、維持管理に大変苦労して、財政的に苦労しておるということを見

聞きしております。 

憲法 89 条の規定があるために、そういった法人に対して、宗教法人に対して、

税金による補助金だとか交付はできないわけであります。 

今回の事例でありますが、公金を宗教法人、県や町のためというふうに先ほ

ど来説明されておりますが、場所がそもそも宗教法人の場所であり、それから

また、あそこはずっと町が契約して借りていく、何年先に契約が打ち切られる

だとか、先はわからない。最終的には宗教法人の土地になるわけですが、そう

いった埋め立て工事を行うことがなぜできたのか、ほんとに適正なのか、その

ことを町長に伺います。 

○議長（小平一博君） 北沢議員、今のは監査委員に聞くことですよね。ですから、

やはり監査委員に聞くことについての補足質問にしていただきたいと思います。

監査委員に質問できる、できる質問にしてもらいたいと思います。 

北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 監査委員に、先ほど判断する立場にないという憲法につい

てね、判断する立場にないという回答をいただきました。しかし、今後こうい

った事業の計画があったときに、じゃあ議会や行政の方は、89 条をどのように、

宗教法人にお金をつぎ込むということに対してね、どういうふうに判断したら

いいのか、監査委員に聞きます。 

○議長（小平一博君） これは、仮定のことは言わない方がいいと思いますね。発生

したときにそれは言うべきだと思います。質問するだけだと思います。 

北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） じゃあ（２）に入ります。 

町民研修センターが建っている土地でありますが、山吹の 2365-1 ということ

で、登記簿でいきますと、２万 8,777 平米となって、地目は山林となっており

ます。そして、町は、この山林の一部を町民研修センターの敶地として１万

4,735 平米を、宅地として隣政寺から借りております。 

この借地において、固定資産税上の地目はまた変わってきて、山林だとか、

宅地だとか、雑種等あろうかと思いますが、それぞれの面積について、町長に

伺います。 
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○議長（小平一博君） それでは、（２）についての質問に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 課税上の面積をというようなお問い合わせでありますけれど

も、この案件に関わらず、個人もしくは法人の固定資産税の課税情報等につい

ては、議会のこの場でお答えするようなことではございませんので、回答は控

えさせていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 具体的な面積はじゃあなくても結構ですが、そこの借りて

いる土地の地目は、固定資産税上、山林と宅地と雑種地があるだとか、宅地だ

けだとか、そこら辺、その答弁をお願いします。 

○議長（小平一博君） 答弁を。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） それが課税地目になりますので、ここについて、これについ

ては、公の場での答弁は控えさせていただきたいという話です。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、①に移ります。 

埋め立て工事で造成された、広がった土地があるわけですが、その面積は何

平米なのか。また、この造成地は、固定資産税の評価地目はどうなるのか、税

務会計課長に伺います。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

寺沢税務会計課長。 

○税務会計課長（寺沢正寿君） この事業につきましては、まだ終了していないとお

聞きしておりますので、造成の面積等については、税務会計課では把握してお

りません。 

一応、駐車場として現在と同じように利用するとなれば、雑種地としての評

価にはなるかと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ②に移ります。 

借地には境界に杭が打ってないそうです。公図上で１万 4,735 平米というふ
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うに算定しているとのことであります。このため、町長が現地に行っても、こ

こが境界ですというふうに示すことはできないということです。 

また、山林には町民は立ち入ることが全くできないし、借りなくても町民研

修センターの運営や利用には全く支障がないと思います。借地の３割ほどは山

林ではないかというふうに感じておるわけでありますが、ここについては、借

りる必要はないのではないかというふうに考えますが、監査委員に伺います。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

下井代表監査委員。 

○代表監査委員（下井 明君） これについては、事業執行上の必要と判断して予算

計上され、議会で議決された事業です。監査委員が必要・不必要のコメントす

る立場ではございません。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、③に移ります。 

町民研修センターの借地でありますが、固定資産税上は、山林だけではなく

て、ただいま会計課長が雑種地もあるということであります。しかし、町は、

借地しているところ全体を宅地として借りております。その単価は平米 136 円

となっております。 

こういった点で、借地料金は、固定資産税上の地目ごとの単価と面積で計算

するべきでないかというふうに考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

下井代表監査委員。 

○代表監査委員（下井 明君） 答弁をします。 

監査委員は、行政の予算執行、事業執行が誤りなく、適切に行われているも

のかをチェックする立場であり、問題はないと考えます。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、④に移ります。 

下市田保育園、ここにも借地がありまして、中に宅地で平米 111 円で借りて

いるというところがあります。町民研修センターの方が単価が高いわけであり

ます。これについては、是正すべきではないかというふうに感じますが、いか

がでしょうか。 

○議長（小平一博君） ④に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 



 －94－   

○総務課長（中塚英幸君） 町の借地料は、固定資産税課税上の評価等を元に基準価

格を定めてはいますが、新たな借地以外の多くの継続的な借地料は、それまで

の過去のさまざまな個別条件、継続的な条件により、貸主と借主の協議と合意

によって設定をされており、それをもって相対的に高い・低いという評価や指

摘には当たらないと考えます。ましてや、四半世紀にわたりまして毎年この予

算を議会でご決定いただいているというその上での執行でありまして、その大

切な議会の議決を尊重する立場からも、是正などは考えておりません。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、⑤に移ります。 

壬生町長が町長選挙で再選された後ですね、自ら、町民研修センターの借地

面積や料金を厳しく適正に査定し、実施すべきではないかというふうに思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ⑤に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 高森町では、いろんなところで土地を貸していただいて、そ

れを利用させていただいておるというところがあります。それぞれのそこの単

価の設定がされておりまして、新規で借りる場合については、現在の固定資産

税の課税標準額であったりとか、評価額等を参考に、一定のルールをもって借

り入れをして、できるだけ公正、公平になるように努めているというようなと

ころでございます。 

その単価よりこの研修センターの土地が高いということであれば、当然是正

の必要もあるというふうに思いますけれども、実際ではそうではないというふ

うに私は判断をさせていただいておりますし、過去のいろんな案件の中で、町

が定めている単価より安く貸していただいている皆さんというのは、それぞれ

いらっしゃるわけでありまして、その皆さんのご意向も尊重しながら、いろい

ろ考えていくというのが適正ではないかというふうに思っております。 

選挙後どうだという話でありますけれども、これまでほかの議員にも申し上

げてきたとおり、選挙後について、私が今この場でお答えするような立場では

ありませんので、ご了解をお願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 
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○１０番（北沢幸保君） では、まとめとしますが、地方自治法の第１条２項では、

「地方公共団体は、住民の福祉の増進を図ることを基本とする」と規定してお

るわけであります。しかし、今回の残土埋め立て工事は、町民福祉増進にはち

ょっとほど遠い、ほど遠いというか、直接増進に関係しないというふうに感じ

ております。 

町長が副住職を務める宗教法人で工事を行っているということであります。

いくつかの疑念があるわけでありますが、今後、法や条例に照らして、いま一

度しっかり検証していただいて、コンプライアンスの瑕疵等ないかどうか、き

ちんと見定めていただきたいと思います。 

これからは、町民の福祉増進に努め、町民の要求に沿った町政運営に努める

ことを強く訴えまして、一般質問を終わります。 

○議長（小平一博君） ここで暫時休憩に入ります。 

再開は１時からであります。 

 

休 憩  午前１１時３１分 

再 開  午後 １時００分 

 

○議長（小平一博君） 休憩を解き、一般質問を再開いたします。 

 

 

◇ 通告６番 佐々木 昌（６番） ◇ 

○議長（小平一博君） ６番、佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 議席番号６番、佐々木 昌です。 

通告に従い、一般質問を行います。 

質問事項、町の有害鳥獣対策状況及び野生動物に対する啓発対策について、

質問を行います。 

まず、１回目、２回目と通して質問をいたします。 

（１）番、把握している年間の農作物被害状況を示していただきたい。また、

被害額の概算及び今後の予想傾向を問います。 

関連して、 

○議長（小平一博君） ちょっと待ってください。 

１番だけでいいです。（１）だけです。 
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○６番（佐々木 昌君） お願いします。 

○議長（小平一博君） それでは、（１）の質問に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） それでは、ご質問にお答えをさせていただきます。 

まず、有害鳥獣による被害でありますけれども、町内では従来から上段地域

に多く発生をしておりまして、稲・果樹・イモ類・野菜等幅広く被害を受けて

ございます。過去に県などへ報告してきました実績によれば、平成 23 年度に電

気柵を整備しているわけでありますけれども、それ以前は平均して 1,500 万円

ほどの被害額が報告されておりまして、現在の直近５年度を平均すると、年間

900 万円程度の被害額といった状況になってございます。 

ただ、内訳をその有害鳥獣種別にひもといてみますと、イノシシなど整備前

に、電気柵の整備前に 500 万円程度被害が生じていたものが、激減したものも

あれば、サルの被害は相変わらず 500 万円程度を毎年報告されており、電気柵

だけではすべての有害鳥獣に対策できていないといった事実も見られます。 

また、シカや先ほどのサルのようなものは、柵よりも里側で既に生活圏を形

成し始めているのではないかといった疑いも現われてきております。 

特にこのサルにつきましては、本年もさらに拡大している、被害が大きくな

っているとの報告が、先ごろ行われたまちづくり懇談会の各地区からも寄せら

れているところで、被害、件数とも増大しているというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 関連しまして、①番、サルの増える、近年増える主な原因、

その環境について、把握している範囲でお答えをお願いしたいと思います。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） サルが増えています要因としましては、まず１つとして、

管理が行き届かないその林野や農地が増えて、そこに隠れる場所が段々と人の

里側につながってきた、連担してきているということ。 

また、２つとして、そういった林野や農地の中で、放置作物や廃果処分など

によって、栄養価の高いエサが得られるということが、サルたち、動物に認知

され始めているということ。 

それから３番目に、その結果、繁殖してそれぞれ、先ほど申し上げましたよ
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うな里側でコロニーといいますか、生活圏を形成し始めているのではないかと

いうことが疑われることが考えられます。 

また、里に近づくにあたって、道路などで融雪剤で塩化カルシウムなどを散

布したりしていますけれども、そういったものでミネラルを補給できるといっ

たことも、栄養状況がよくなってしまうというような一つに挙げられていると

ころでございます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 関連しまして、②番、今後の駆除対策の方針、数字も含め

て、お答えをお願いします。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 今後の駆除対策でありますけれども、町全体の有害鳥獣

対策協議会を通じまして、現在も捕獲、追い払いなどを行っておるところであ

りますが、今後はさらに、個体数調整としての殺処分といった取り扱いも増や

していかなければいけないのではないかというふうに考えております。 

クマなどにつきましては、本年も予定頭数を超えて許可をいただき、殺処分

を行っているところでございます。 

また、人間の生活圏が動物にとって生きにくい場所なんだということを実感

させる必要があると考えられます。そのためには、先ほど申し上げました要因

となっています農地、荒廃農地ですとか、手入れの行き届かない里山などをも

う尐し木をすかすなど、維持管理を行うことで、隠れる場所がなくなって心理

的なプレッシャーを受けるといった状況にしていく必要があるというふうに考

えております。 

また、追い払いなどにつきましても、なかなか地域ごとの単発で行っていて

も、またそれが移動するだけで戻ってきてしまうということから、地区間を越

えて、あるいは自治組織を越えて、連携して順次追っていくというような取り

組みをすることで、それもまた動物たちにとっては心理的なプレッシャーにな

るということから、広く住民の皆様にご参加いただいておりますオウンジャー

ですとか、あるいは農家や保護者の方々なども連携を取っていただいて、地域

全体と取り組んでいきたいと考えております。 

以上です。 
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○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 補足の質問をさせていただきます。 

いま殺処分という言葉が出ましたけれども、近年、家畜ではアニマルウェル

フェアとか、動物福祉が叫ばれております。野生動物についても、やはりみん

なが見ているわけでございますので、捕獲や殺処分上、苦痛を与えない方法が

取られると思いますが、その方法等について、差し支えない範囲でお答えを願

いたいと思います。 

○議長（小平一博君） ②に対する補足に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 申し上げました殺処分の方法につきましては、小動物に

つきましては、電気ショックによる処分といったことを行っております。また、

もう尐し大きくなってくる動物につきましては、やはりわななどで捕獲してか

ら、苦痛を長期間与えないことなどを配慮しながら、頻回に巡回をして、殺処

分を短期間で行うということで、最後にはやはり銃による処分ということが最

終的な手段になろうかというふうに考えます。 

動物愛護的には、薬剤ですとか、そういったものは避けるべきだというふう

にいわれておりまして、最終的な殺処分としては、やはり銃による殺処分とい

うものが最も多いことになるかというふうに考えられます。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 次の質問ですが、（２）番、町として、地域の対策協議会や

猟友会との連携の現状、また、町民個々への対策活動へのいろいろな補助内容

もあると思いますが、その点についてお伺いいたします。 

○議長（小平一博君） （２）に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） これまでは、各地域におきまして、町内に横断的に設置

してあります有害鳥獣の侵入防止電気柵、この維持管理を主な活動として、区

単位に対策協議会を設けてございます。この協議会の活動を通じて、柵沿いの

草刈りですとか、日常の電気の通電や施設状況などの維持管理にあたっていた

だいているところでございます。 

また、猟友会員の皆様につきましては、有害鳥獣駆除の対策員として兼ねて

いただく方々が大勢いらっしゃいまして、捕獲や駆除にご協力をいただいてい

るところです。 
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また、新たに狩猟免許を取得される方々、新規会員の方々の中で、有害鳥獣

対策にご協力いただく方々については、冒頭の協議会を通じまして、その取得

費ですとか、その経費などについて、一部を協議会から補助をさせていただく

といった制度を行ってございます。 

農家が個々に行う、あるいは農家同士で共同して行う対策としては、町独自

の補助金としまして、柵、電気柵ですとか、防樹ネットなどの設備に対して、

一定の補助をさせていただくといった制度を設けてございます。 

こちらについては、予算の範囲内ということになりますので、ご検討される

際には、事前に担当課の方へご協議いただければと考えております。 

以上でございます。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 補足質問をお願いします。 

松川などでは、町全体の対策協議会があるようですが、高森としては、そう

いうものが過去にあったのか、今あるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（小平一博君） 補足質問に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 先ほど申し上げました地域の各協議会とは別に、町全体

の協議会がございまして、これらについては、先ほどの補助制度ですとか、猟

友会との連携などを総じて行っております。 

また、他市町村、隣接します飯田市などとも意見交換をしながら対策にあた

っているところでございます。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） ①と②を合わせていいでしょうか。質問。 

○議長（小平一博君） はい、どうぞ。 

○６番（佐々木 昌君） 人が被害に遭わないためのクマなどの野生動物対策及び地

域への啓発内容についてと、それから、野生動物と遭遇しやすい通学路や公共

施設、公営キャンプ場に関連して、野生動物に対する専門的な講演会とか広報、

リーフレットなどによる啓発の計画の有無を問います。 

○議長（小平一博君） ①②に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） クマの目撃情報などがあった場合、特に近在であった場

合には、音声告知放送やケーブルテレビなどを通じて、町民の皆様へ情報提供
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をすることとともに、猟友会や警察など関係機関と現場パトロールなどによる

警戒などを行ってございます。 

また、そういった情報の範囲内にキャンプ場など公共施設などがある場合に

ついては、現地に注意喚起の掲示なども行っておるところです。 

町民生活圏内であるこの里山での、特にクマでありますけれども、目撃につ

いては、住宅からの距離など制限はございますけれども、許可による捕獲を実

施することになると考えております。 

また、通常の通学路や施設を利用される皆様への啓発といったご質問でござ

いましたが、通学路や生活圏などでは、当然遭遇しないということが一番であ

りますけれども、そうした場合に、遭遇した場合に、対処方法について承知を

して、あらかじめ承知をしておることも、安全対策として考えられます。学校

などを通じて、県などで用意しております啓発リーフレットなどを用いて、説

明をして行ってまいりたいと考えております。 

また、特にキャンプ場などご利用のお客様については、同様にパトロール時

になどには、口頭あるいはその文書、リーフレット資料などを用いて啓発にあ

たってまいりたいと考えているところであります。よろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございまし

た。 

 

◇ 通告７番 河合隆俊（４番） ◇ 

○議長（小平一博君） ４番、河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 議席番号４番、河合隆俊。 

通告に従って、質問をさせていただきます。 

Ⅰ、新型コロナウイルスについて、お聞きいたします。 

はじめに、これまで２年近くにわたり新型コロナウイルス感染症対策にご理

解、ご協力いただいております町民の皆様、そして懸命に治療にあたってくだ

さっている医療従事者の皆様に、この場をお借りして深く感謝申し上げます。 

また、壬生町長の的確な判断の下、役場職員の皆様には、町民の生活を守る

ためにご努力されておりますこと、改めて感謝申し上げます。 

それでは、質問に入ります。 

（１）国内では新型コロナウイルスのワクチン接種が進み、２回目接種を完
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了した方が全人口の 75％まで進んだことで、感染者が急速に減尐し、現在は低

い水準で落ち着きを見せております。しかし、新たな変異株オミクロン株が、

先月 30 日、日本でも感染が確認されました。 

12 月１日より医療従事者の方から３回目のワクチン接種も始まり、当町では、

社会経済活動を取り戻す段階に入ってきておりますが、今後の見通しと必要な

対策について、どのように考えておりますか、お聞きいたします。 

○議長（小平一博君） （１）に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） それでは、お答えをさせていただきたいと思います。 

海外では２回目接種からの期間経過に伴う抗体の減尐により、接種済み者が

感染する、いわゆるブレイクスルー感染によって感染が再拡大していると推測

されている国もあります。 

また、マスク着用など感染対策を行っている国でも感染者が増加していると

いうような状況であります。 

さらに、ただいまお話がありましたように、新たなオミクロン株の感染が世

界中で広がりつつあることも大きな懸念となっています。 

日本がいつ他国と同じような状況になってもおかしくないという認識は持っ

ていますが、当地域がいつ、どのような状態になるかという質問になると、お

答えすることが難しいということでございます。 

そのような中で、町ができる対策としては、ワクチン接種を推進すること、

基本的な感染防止対策を継続すること、そして、社会経済活動を含む日常生活

を取り戻していくことだというふうに思っております。 

まず、ワクチン接種についてでありますけれども、当町では１月から始まる

追加接種を、希望するすべての皆様が速やかに接種できる体制、これを整えて

まいるとともに、１回目、２回目接種が済んでいない方も、接種を引き続き行

ってまいります。 

次に、基本的な感染症防止対策として、今後も町民の皆様には、マスクの着

用、手指消毒をはじめとする基本的な感染防止対策は継続していただきたいと

思っております。町では、11 月に、中学生以下の子どもへのマスクやアルコー

ルの配布を行っています。 

今後も感染防止の啓発や、状況を見ながら、必要な資材の支援を検討してま

いりたいと思っております。 
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最後に、長期の行動制限は、多くの皆様に精神的にも経済的にも大きな影響

を与えていることから、その時々の全国や長野県、南信州地域などそれぞれの

感染状況を踏まえつつ、経済活動を充実してまいりたいと思っております。 

先に配布しました「まわって使って応援クーポン」を、年末年始のお買い物

などにご利用いただきたいと思っておりますし、町全体に活気づけをしていた

だける機会になればと思っております。 

これらのことを基本としまして、感染防止と経済活動の両面で、住民の皆さ

んの生活を支える取り組みを適期に速やかに実施してまいりたいと思っており

ます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 関連質問①へ入ります。 

高森町の新型コロナウイルス接種率は、11 月 30 日現在、90％の皆さんが２

回目接種を完了していますが、他の年代と比較して県内の若者世代のワクチン

接種率が 73％と低いのではないかと思います。 

当町において、若者世代の接種状況は進んでいるのか、お聞きいたします。 

○議長（小平一博君） (１)に対する答弁を求めます。 

本島健康福祉課長。 

○健康福祉課長（本島 憲君） お答えします。 

全国的にも若者世代の接種率は低いといわれております。理由の一つには、

接種開始時期が一番最後になった世代ということがあります。高森町では、高

齢者が５月から接種を始めたのに対しまして、12 歳以上の接種が始まったのが

９月と、この間４カ月の開きがございます。 

また、全国では、ワクチンに関する誤った情報が SNS などで広まった時期が

ありまして、他の年代より SNS を使用する若い世代がその影響を受けやすかっ

たことも原因といわれております。 

その上で、高森の状況でございますけれども、12 月６日時点のすべての接種

対象者の２回目接種完了者の割合ですが、県統計値を分母に計算しますと、91％

でございます。年代別比較のために住民基本台帳数値で再計算いたしますと、

接種対象全体では 88.2％なのに対しまして、10 代が 75.1％、20 代が 82.3％、

30 代では 79.6％となっております。高森町も長野県全体の傾向と同様に、他の

年代と比較して若者世代の接種率は低い傾向です。ただし、この開きは、県全



 －103－   

体に比べれば尐ないかと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 続いての質問へまいります。 

（２）コロナ禍という２年の間、行事の中止や行動の制限がされる中、教育

の現場ではどのような影響がありましたか、お聞きいたします。 

○議長（小平一博君） （２）に対する答弁を求めます。 

帯刀教育長。 

○教育長（帯刀 昇君） 昨年度の３学期末からは、卒業式、入学式、文化祭、音楽

会、運動会などの行事は、児童・生徒数、また開催場所の広さなどを考慮し、

新しい生活習慣の中で、分散、放送といったそういう方法で実施をしておりま

す。 

各行事の実施計画の中では、行事本来の目的に立ち返り、コロナ禍での制限

の中で何を最優先にすべきかと、そういうことを検討しながら計画を立案して

いるところです。 

入学式、卒業式など、入学生を迎え入れること、卒業していく先輩を送るこ

と、そういった中で学校の一員であることを子どもたちが実感する行事でもあ

り、大切な節目となる儀式ですが、参加経験をもたせることができないことは、

大きな影響があるというふうに考えています。 

また、授業や学校生活の中では、児童・生徒がお互いに関わり学び合う場面、

異学年の姿から学ぶことは大きな部分を占めており、互いの学びを発表し合う、

見合える場面を新たに設定するなどの工夫をしてきております。しかし、県の

感染レベル３以上の間は、グループ学習や活動、教科学習の制限があり、それ

をいかに補うかなど、学習内容の変更を余儀なくされてきました。 

これからは、感染状況にもよりますが、各種行事、学習活動などにおいて、

尐しでも児童・生徒が関わり合い、学び合い、楽しい学校生活が送ることがで

きるよう努めてまいりたいと思います。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 関連質問①をお願いいたします。 

コロナ禍を経験して、学校では、子どもたちの学習指導や心のケア、感染症

対策など、サポートを必要する場面があったのではないかと思います。 

そこで、退職教員また教員志望の学生、教育関係の方はもちろん、教育に関
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わったことのない方でも登録できる「学校・子ども応援サポーター人材バンク」

を国では開設しております。 

当町でこの応援サポーターとして活動された方がおられるか、お聞きいたし

ます。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） いま河合議員からご紹介いただきました、学

校・子ども応援サポーター人材バンクでございますが、そこへ登録されますと、

希望した市町村がある県の教育委員会へ文科省から名簿が提供されます。 

今のところ、町へそういった情報はないことから、高森町を希望勤務地とし

て登録されている方はいらっしゃらないと思います。 

ただ、この仕組みは、コロナ禍における児童・生徒の学びの保障を支援する

ものであり、人的また物的体制整備の一つの仕組みとなります。 

人的体制の整備として、教員の加配、また学習指導員の追加配置、スクール

サポートスタッフの追加配置といったメニューがあり、高森町においては、北

小学校では、学習指導員、スクールサポートスタッフの各１名ずつの追加加配、

また、南小学校では、学習指導員の追加加配を行ったところです。その際の人

材確保として、学校・子ども応援サポーター人材バンクの活用が可能というこ

とでしたが、当町は人材バンクの登録もありませんでしたが、地域のネットワ

ークの中から人材の確保を行い、追加加配を行ったものであります。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 関連質問②へまいります。 

コロナ禍で自由に遊ぶこともできず、大きな声も出せない中で、尐なからず

ストレスを感じている子どもさんたちもいると思います。子どもさんたちの心

のケアはどのようにされていたのか、お聞きいたします。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） コロナ禍における行事や学習活動などの制限

の中でも、多くの児童・生徒はできることに取り組み、前向きに頑張っている

ところではありますが、心の中には不安やストレスなどを感じていることと思

います。 

各学校においては、職員会また学年会で、児童・生徒の様子を話し合う時間
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を取る、また、個々の子どもの様子について情報を共有し、その子の状況に応

じた適切な言葉がけや対応について、全職員が共通意識で関われるような取り

組み、また、定期的に児童・生徒へのアンケートを実施し、児童・生徒の様子

を早期につかみ、必要に応じて個別面談を行い、一人ひとりの思いや不安をく

み取りながら、アドバイスや励ましを各学校において行っております。また、

状況に応じては、スクールカウンセラーや町の相談員の方にもつなげています。 

また、町としましては、子ども家庭総合支援室を中心としまして、こういっ

た各学校の現状や取り組みを共有また確認をし合い、各ご家庭の様子も保護者

等からお聞きをしながら、必要な支援に学校と一緒につなげていけるように努

めているところであります。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 続いて、③お願いいたします。 

子どもさんがおられる家庭は、感染防止のため学校が休校になったり、保育

園では登園を控えるようにという時期がありました。子どもさんを預けること

ができない親御さんは、仕事を休むことで経済的な影響を受けた家庭もあった

のではないかと思いますが、町ではどのようにとらえておられるか、お聞きい

たします。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 町では、感染拡大があって臨時休校を行って

いた期間におきましては、原則は、各家庭で見ていただくということをお願い

してきましたが、各家庭の事情を考慮し、日中の児童の預かりをふれあいスク

ールで受け入れをしたという経過がございます。 

また、ご紹介いただきましたように、保育園においては、登園を控えていた

だけるようにお願いをしたといった経過もございますが、その際の保育料、３

歳未満児の保育料については、ご協力いただいたご家庭には、日割り計算によ

り返還をする。また、その間のお願いをしていた２カ月間の副食費につきまし

ては、徴収をしないといった措置を行うなどし、経済面での負担軽減にも努め

てきたところでございます。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 関連質問④をお願いいたします。 

政府は、コロナ禍で多くの影響を受けた０歳から高校３年生までを社会全体
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で応援する未来応援給付金として、年内に現金５万円給付、来年春までにクー

ポン５万円相当の配布が予定されています。壬生町長の定例会のあいさつにも

ありましたが、当町では、子育て世帯臨時特別給付金として５万円の給付の準

備が始まっております。 

そこで、臨時特別給付金が給付されるまでの手続きの流れをお聞きいたしま

す。 

○議長（小平一博君） ④に対する答弁を求めます。 

本島健康福祉課長。 

○健康福祉課長（本島 憲君） 先ほど 12 月補正で提案いたしました高校生以下の対

象約 2,300 人に、お一人５万円の現金を給付する子育て世帯への臨時特別給付

金について、議会のご決定をいただいたところでございます。 

臨時特別給付金の今後の手続きの流れでございますけれども、はじめに、児

童手当支給世帯につきましては、給付金支給希望の有無や、振込口座変更の有

無を確認する通知を今月 10 日にお送りしまして、ご回答を踏まえまして、12

月 28 日に給付をいたします。 

次に、児童手当支給世帯のうち公務員世帯、あるいは高校生の児童のみの世

帯など一部の世帯につきましては申請が必要となります。対象の方には、明日

頃申請書を発送いたします。今月 17 日までに申請いただけますと、その方々も

年内に給付ができます。早期給付を希望される方は、お早めにご回答をいただ

きたいと考えております。 

また、申請が年内給付に間に合わない場合でも、申請期限の令和３年度末ま

でにご提出いただくようお願いをいたします。 

また、残りの５万円相当分につきましては、本年度末までの給付となりまし

て、年明けから対象者へご案内をしていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 補足質問をお願いいたします。 

来年春までにクーポン５万円相当の給付については、各自治体の実情によっ

ては、現金給付も可能となっておりますが、現在のところ、当町ではどのよう

にお考えか、お聞きいたします。 

○議長（小平一博君） ④の補足質問に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 
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○町長（壬生照玄君） これらについては、発行するクーポンが利用できる店舗の条

件が非常に限られているというようなこともございますので、そういうことで

あれば、現金給付も検討の中に入ってくるかと思っております。 

ただ、例えば、南信州圏域全体で共通クーポンを発行することによって、地

域経済を活性化するというようなことも含めた対応が取れるのであれば、そう

いった意向にも、そういった方式も検討したいと考えておりまして、12 月の広

域連合会議の議題として、私の方から提案をさせていただいて、そういったこ

とができるかどうかというような検討をさせていただいて、結論を出したいと

思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 最後に、昨年５月には特別定額給付金 10 万円に続き、今回の

子育て世帯臨時特別給付金についても、迅速に手続きを進めていただくことで、

子育て世帯は、年末ということで大変に助かると思います。 

壬生町長また役場の職員の皆様には、引き続き町民の皆様の生活を守ってい

ただくことをお願いいたしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（小平一博君） これで一般質問を終わります。 

 

３．散会 

○議長（小平一博君） 以上をもって、本日の日程はすべて終了いたしました。 

次の本会議は、14 日、午前９時に開会いたしますので、ご参集願います。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

閉 議  午後１時３８分 


